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は じめ に

東 南 ア ジア 社:会、特 に タイ 農 村 や マ レー農 村 に お け る親 族 は 、父 方 、母 方 の どち らに も傾

斜 しな い 共 系 的 な あ り方 を 特徴 とす る と され て きた 。 こ う した 社 会 に お いて は 、祖 先 を 中心

と した 系 譜 関 係 に よ る排 他 的 、 閉鎖 的 な 出 自集 団 は 見 い だ せ な い。 しか し、 それ は親 を媒 介

と した 社 会 的 に認 知 され た祖 先 か らの 系 譜 的 っ な が りが 、全 くな い とい うこ とで は な い。 例

、え ぱ 、 北 タ イ の ピー ・プ ー ニ ャー や 東 北 タイ の ピー ・プー ター 、南 タイ の タ ー ヤ ー イ な どの

祖 霊 信 仰 な どに お い て は 、 祖 先 か らの 系譜 関係 が 見 い だせ る の で あ る[Turtonl972、 梶 原

1983、 高 井1991、Tamb量ah1970、 竹 内 ・赤 木1987、 ア ヌ マ ー ン1979]。 た だ し、 それ ら

は権 利 や 義 務 を とも な っ た排 他 的集 団 組 織 化 の 原 理 とは な っ て い な い た め 、上座 仏 教 社 会 で

は 、 来 世 の 救 済 に 関 わ る仏 教 とは対 立 ・補 完 関 係 に あ る と され 、現 世 にお け る人 々 の 苦 悩 や

危 機 へ の 対 処 とよ り強 く関 わ る精 霊 信仰 の 一 部 と して 位 置 づ け られ る こ とが 多 い 。

本 稿 で は 、 これ を個 人 を 中心 と した キ ン ドレ ッ ドと、祖 先 を 中心 と して 系的 に 辿 られ る出

自 とい う二 種 類 の親 族 の あ り方 と して 、イ ス ラー ム と仏 教 とい う宗 教 的 帰 属 が これ らの親 族

の あ り方 とい か に 関 わ っ て い るの か を明 らか にす る こ とを 目的 とす る1。調 査 村 で あ るM村 は 、

南 タ イ の 西 海 岸 の最 南 端 、マ レー シア と国 境 を接 したサ トゥー ン 県 の 北部 に位 置 して い る2。

1本 稿 は
、 平成5-6年 度 科 学 研 究 費補 助 金 「複 合社 会 の 形 成原 理 に 関す る基礎 研 究 」(研 究 代 表者:水 島

司 、課 題 番 号06206103)の 成 果 報 告で あ る。1994年 度 の 調査 は 、 平成6年 度 国際 学 術研 究 科 学研

究費 補 助 金 「変 動す る東 南 ア ジ アに お け る社 会倫 理 の 人類 学 的 研 究」(研 究代 表 者 二田 村克 己、課題 番 号0

6041128)、 及 び村 田学 術振 興 財 団第10回(平 成6年 度)研 究 助 成 に よ り行 った 。 ま た国 立 民族 学

博 物館 共 同研 究 「東 南 ア ジ ア にお け る社 会 倫理 の 人類 学 的 研 究1に お い て 発表 し、有 益 な助 言 を得 た 。 こ こ

に 記 して 感謝 した い 。

2タ イ にお け るム ス リム は、 政 府 発表 に よる と全人 「1の約4%、200万 人 ほ どで あ る とい われ て い る。 そ れ

らは 、お お ま か に次 の4つ の タイ プ に分 け る こ とがで きる。

1)北 タイ を 中心 と した 陸 路 に よ り中 国 の雲 南 か ら きた ホ ー と呼 ばれ る人 々 の一 部 で あ るム ス リム

2)バ ン コク を 中心 と した 中部 タ イの ム ス リム

3)南 タイ の東 海 岸 を中 心 と した マ レー 語 を話 す ム ス リム

4)南 タイ の西 海 岸 を 中心 と した タイ 語 を話 す ム ス リム

この うち3と4の 地 域 が 、従 来 一括 して 南 部国 境 県 と呼 ばれ て い るが 、県 人 口の60%か ら80%を ム ス リム

が 占 め るた め 、 この地 城 の統 合 問 題 は 「南部 国境 県問 題 」 と して、 タイ 国 内で も重 大 な 政 治的 課 題 とな って
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M村 は 、ム ス リム と仏 教 徒 が 混住 す る村 落 で あ り、 日常語 は 共 に 同 じタイ 語 の 南 タ イ方 言 を

話 して い る3。村 で は ム ス リム と仏 教 徒 の 通 婚 は頻 繁 に起 こ るが 、そ れ は 父 方 親 族 と母 方 親 族

の 宗 教 が 異 な る とい う状 況 を もた らす 。 日常 生 活 に お い て 重 要 な 親 族 関係 は 、状 況 に よ っ て

親 密 に つ き会 う親 族 が 父 方 、 母方 どち らに もな り うる双 系 的 な特 徴 を もつ 。 そ れ は 、個 人 を

中心 と して 関係 づ け られ る血 縁 関 係 の 範 囲 を示 す キ ン ドレ ッ ドで あ る と考 え られ る。 しか し、

宗 教 の 違 い は 、そ う した キ ン ドレ ッ ドの あ り方 に別 の 原 理 を持 ち 込 む こ と にな る。 ま た 、 タ

ー ヤ ー イ と呼 ばれ る祖 先 か らの 系 譜 関係 に よ る儀 礼 も見 られ
、そ の 出 自は 父 方 、母 方 ど ち ら

も 辿 る こ と が で き る と い う と い う 意 味 で 、 単 系 出 自 に 対 し て 非 単 系 も し く は 共 系

(cognatic)で あ る とも い え る。 こ こで の宗 教 の 違 い は 、 キ ン ドレ ッ ドに お け る親 族 関 係 と

の 関 わ りと は 異 な る特 徴 を示 す 。本 稿 で は 、 こ う した 二 種 類 の親 族 の あ り方 を宗 教 との 関 わ

りで 分 析 す る こ とに よ り、む し ろ宗 教 的 帰 属 が 同 じ場 合 に は見 え に くい 親 族 関 係 の 特 徴 を 明

らか にす る こ とが で き る思 わ れ る。 次節 で は ま ず 、 ム ス リム と仏 教 徒 の 個 人 を 中心 と した 親

族 関 係 の特 徴 を 、世 帯 と親 族 近 隣居 住 か ら示 した 後 、 ムス リム と仏 教 徒 の 通 婚 の 事 例 か ら、

「夫 婦 の 宗 教 は 同 じで な け れ ば な らな い 」 と され る こ とが 、共 属 的 な親 族 関 係 の あ り方 に異

な る原 理 を も ち こむ 結 果 に な る こ と を見 る。 最 後 に 系 譜 関 係 と宗 教 の 関係 を述 べ て 、宗 教 が

親 族 関 係 を め ぐ っ て 二 つ の 異 な る原 理 とな る こ とを 見 る。

ヤ ー ト(yaat)、 ピ ー ノ ー ン(phiingong)

エ ゴ を 中 心 と し た キ ン ド レ ッ ドに あ た る 親 族 は 、 村 で は 「ヤ ー ト(yaat)・ ピ ー ノ ー ン

(phiin⊃ ⊃ng)」 も し く は 「ヤ ー ト」 の み 、 「ピ ー ノ ー ン 」 の み で 表 さ れ る 。 「ヤ ー ト」 は

き た。 しか し、 マ レー 語 を話 す 東海 岸 の ム ス リム 地 域 が 、1960年 代 末 か らム ス リムの 分 離 独 立運 動 の 中心

で あ った の に対 し、 タイ 語 を話 す ム ス リム の住 む 西 海岸 で は 、常 に政 治 的 に問 題 を起 こす こ とのな い 、模範

的 な ムス リム で あ る タイ 国民 で あ った[橋 本1987、Chavivunl982、Chaiwat1987]。

3村 は 、国 道 か ら14キ ロ入 った 海岸 沿 いに位 置 して い る。 ア ンダマ ン海 か ら海 岸 沿 い に密 生す るマ ング ロ

ー ブ の森 に 、流れ が 北 か ら南 へ 入 り込 ん で で き た細 長 い ニヒ地 に 、東 を運 河 に 、西 をア ン ダマ ン海 に 挟 まれ て

M村 の家 々 は細 長 く連 な って 約2キ ロに わ た って延 び てい る。1988年 の時 点 で 、134世 帯 の うち、20世 帯

ほ ど は運 河 の 中 に杭 をたて て 水 上家 屋 をな して い た。

こ こ に最 初 に人 が 入植 した の は 、1900年 頃で あ る とい うが 、樹 皮(漁 網 な どを染 め る染 料 と して使 う)

や 薪 とす る た め のマ ン グロー ブ の採 集 に従 事 す るた め で あっ た。 は じめの 入 植者 は ムス リムで あ っ たが 、

1910年 代 に は最 初 の 仏 教徒 が 入 っ て きた。1946年 頃 に、 一人 の 中国 系 タイ 人SがM村 に 炭焼 き 工場 をつ く

り、マ ン グロー ブは 薪 で はな く炭 と して輸 出 され る よ うに な った 。そ れ と時 を 同 じ く して 村 に エ ビ漁 が 導入

され たが 、 村 中 に広 が ったの は 、1960年 代 にな って か らだ とい う。 エ ビ漁 は 小舟 で1人 か2人 で行 う小 規

模 な も ので 、 ほ とん どが世 帯 単位 で行 わ れ て い る。1994年 現在 のM村 の 主要 な 二つ の 生 業 は漁 業 と炭 焼 き

で あ る。1990年 頃 か らエ ビの 養殖 が導 入 され 、 正994年 に は村 の ほ とん どの水 田 はユ ビの養 殖 池 に変 わ って

い た。 これ に 従 事 して い る の はム ス リムで7人 、 仏 教 徒で10人 で ある。
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タ イ 学 士 院 発 行 の タイ ・タイ 辞 典 で は 、 「父 方 も し く は母 方 の 血 縁 とみ なす こ との で き る範

囲 の 人 々 」 と あ り、 「ピー ノー ン」 は 父 母 を同 じくす る キ ョ ウダ イ とい う意 味 の 他 に 、 それ

を さ らに 拡 大 させ て血 縁 関係 の あ る人 とい うこ と も意 味 す る とな っ て い る。 どち ら も父 方 、

母 方 を含 ん だ 双 系 の 親 族 を さ して い る が 、M村 で は ど ち らか と い う と系 譜 関係 を辿 る こ とが

難 しい ほ ど よ り遠 い親 族 関係 の 人 を さす とき に は 、つ な が りの あ る 仲問 とで もい うほ ど の意

味 で 「ピ ー ノ ー ン」 を 用 い る場 合 が 多 い よ うに思 う。 ヤー ト、 ピー ノー ン とい う言 葉 に よ っ

て表 され る範 囲 は 、話 し手 と そ の状 況 に よ っ て 自在 に 変 わ り うる。 む しろ 、 そ れ は親 族 の 範

囲 とい うよ りも、そ の 話 者 を 中心 と した 関係 を さす 。実 際 どこ ま で を 「ヤ ー ト ・ピー ノー ン 」

の範 囲 とす る か と尋 ね る と、 「互 い に 尊 重 しあ う(napthww)関 係 、 も し尊 重 しあ わ な い な

らば 、外 の 人 と同 じ」 とい う答 えが 返 って き た。 例 え ば 、父 の キ ョ ウダ イ とい う系 譜 的 に は

近 い 関 係 で も 、ほ とん ど親 交 の な い 場 合 もあ る し、祖 父 母 の キ ョウダ イ の 子 孫(第2イ トコ)

で も、 近 くに 住 み 、親 族 と して 非 常 に 緊 密 な 関 係 を持 っ て い る 場合 もあ る。

ま ず 、 ムス リム と仏 教 徒 の そ れ ぞ れ の 世 帯 の特 徴 か ら、M村 にお け る家 族 の あ り方 を み て

お き た い 。 次 に 、 それ を親 族 近 隣 居 住 との 関 連 で 考 察 す る こ とに よ り、M村 に お け る親 族 の

特 徴 を描 き た い 。

(1)世 帯 の 特 徴

1988年 の 調 査 時 に は 、 ムス リム344人(54%)、 仏教 徒397人(46%)で あ った 。 世 帯 数

は ム ス リム61世 帯 、仏 教 徒72世 帯 、 ム ス リム と仏 教 徒 の 混 合 世 帯1で あ っ た。 そ の 後3年

ご とに行 っ た1991年 、1994年 の調 査 に よ っ て も 、 この ム ス リム と仏 教 徒 の人 ロ比 は 、や や

ム ス リム が 多 い が ほぼ 均 衡 して い る とい う状 態 で 大 き く変 化 は して い な い4(表1)。

世 帯 規 摸 で み る と 、ム ス リム は6年 間 を通 じて4人 の 世 帯 と5人 の 世 帯 が 多 く 、 これ に 対

し、 同 年 の 仏 教 徒 は1988年 は3人 と4人 の 世 帯 が 多 く、1991年 以 降 は4人 と5人 の 世 帯 が

多 くな っ て い る。単 身 世 帯 と2人 世 帯 の割 合 は ム ス リム が6年 間 で8-11%で あ るの に 対 し、

仏 教 徒 は18-23%と 多 く 、世 帯 規 模 は全 体 に ム ス リム よ りも仏 教 徒 の 方 が や や 小 さ い とい え

よ う(表3)。

4年齢 別 人 口構 成 は 表2の とお りで あ るが ζ人 口構 成 には 宗 教 に よ る大 き な違 い は見 られ な い。1世 帯 あ た

りの 平 均人 数 は 、ム ス リム が1988年 が5.6人 、1991年 に は5.0人 、1994年 に は4.9人 と減 少傾 向 を しめ し

て い る。 仏教 徒 はそ れ ぞ れ4.1人 、4,3人 、4.1人 とほ ぼ 一 定 して い る。6年 間 を通 して ムス リムの 方 が 世

帯 員 数 の 平均 は やや 多 い 。 ち なみ に 、東 北 タイ の水 野 の調 査 村 で は1964年 に1世 帯 平 均6.1人 、マ レー シ

アの ケ ダ ーで の 口羽 の調 査 村 で は1968年 に5.0人 、坪 内 の ク ラ ンタ ンの 調査 村 では 蓋971年 に は4.7人 、1991

年 に は5.2人 、 前 田の マ ラ ッカの 調 査村 で は1971年 に5.4人 、1980年 の タイ 全 国の 世 帯 員数 平 均 は5.2人

で あ った[水 野1981,口 羽 ・坪 内 ・前 田1976]。
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表1 村 の人 口構 成 の推移(1988年 ～1944年)*

宗教 1988年 1991年

」

1994年

ムス リム 男170'

女174

ノ∫、言十344

145

159

304

145

is7

312

仏教徒 男139

女158

ノ」、言十297

133

149

282

108

138

246

合計641 586 558

*1988年
、 1991年 、1994年 の 調 査 に よ る

表2 1988年 の年齢別 人 口構 成*

ム ス リム 仏教徒
年齢 男 女 男 女
o-s 3947 34 43

10-19 5448 25 25

zo-2s 2825 32 37

30-39 iszz 21 17

40-49 1513 12 14

50-59 107 9 12

60-69 36 2 7

70-79 24 4 1

80-89 12 a 2

計 170174 139 158

*1988年 の 調 査 に よ る

表3 世 帯規 模 の推移(1988年 ～1994年)
*

世 帯員数12345 6 78 910111213 計

ム ス リム 1988年2351111

1991年349715

1994年4391413

8

7

9

95

95

72

421

z

111

61

61

64

仏教徒 1988年2nl61811

1991年8781412

1994年6581913

6

8

4

43

34

21

1

11

11

72

66

60

*1988年
、 1991年 、1994年 の 調 査 に よ る

まず 、1988年 の 世 帯 構 成 か らそ の特 徴 をみ て お き た い 。表4は 世 帯 に含 まれ る夫 婦 数 と世

代 数 に よ って 分 類 した も の で あ る5。最 も 多 い の が 、ムス リム も仏 教徒 も1組 の 夫 婦 を含 ん だ

世 帯 で あ り、 ム ス リム で45世 帯(73.8%)、 仏 教 徒 で56世 帯(77.8%)に の ぼ る。 そ の なか

で 、 夫 婦 と未 婚 の子 供 か らな る核 家 族型 の 世 帯 は 、 ム ス リム で29世 帯(47.5%)、 仏 教 徒

で39世 帯(54.2%)で あ る。 そ の 他 の 夫 婦1組 で2世 代 の世 帯 は 、 ム ス リム は 夫 婦 と そ の

未 婚 子 に ど ち らか の 連れ 子 が 加 わ った も の4世 帯 と、 どち らか の キ ョ ウダ イ の 子 供 も しく は

5田 中(1993)の 分 類 を簡 略化 した もの で あ る
。
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表4-1ム ス リム の 世 帯 構 成*

夫婦数 0組 1組 2組

夫方 妻方N 夫方 妻方N 夫方 妻方N 計
1世 代

2世 代

3世 代

4世 代

4

z

4

2

1333

14

1

33

4

41

15

i

小計 4 6 2835 33 61

合計 10 45 6 6正

表4-2仏 教徒 の世 帯構 成*

夫婦数 0組 1組 2組

夫方 妻方N 夫方 妻方N 夫方 妻方N 計
1世 代

2世 代

3世 代

4世 代

2

4

8

5

142

62 t

1

9

52

ii

小計 ziz 7247 11

合計 14 56 2 72

*1988年 の 調 査 に よ る

N:夫 方,妻 方 の どち らで も な い

キ ョ ウダ イ が 加 わ った も の4世 帯 セ あ る。仏 教徒 で は 核 家 族 以 外 の夫 婦1組 で2世 代 の 世 帯

は 、夫 婦 と未 婚 子 に連 れ 子 が 加 わ った も の2世 帯 、夫 婦 と未 婚 子 に連 れ 子 と遠 縁 の 子 が 加 わ

っ た もの1世 帯 で あ る。2組 以 上 の 夫 婦 が含 ま れ る世 帯 は ム ス リム で わず か6世 帯(9.8%)、

仏教 徒 で2世 帯(2.8%)に す ぎ な い。 この こ とか ら、M村 の 世 帯 構 成 は1組 の 夫 婦 か らな

る形 態 が 中 心 を 占 めて い る こ とが わ か る。

婚 姻 に よっ て まず ど ち らか の親 と同居 した と して も 、間 もな く近 隣 に別 の 家屋 を建 て て 分

出す る。 そ の こ とは 、親 の 夫 婦 との 同 居 の少 な さ に対 し、親 子 の近 隣居 住 を 行 っ て い る 世 帯

が1988年 に は 、 全 世 帯 数 の 半数 近 く(ム ス リム の 場 合 は1991年 と1994年 に は7割)に の

ぼ る こ とか ら もわ か る。夫 も し くは 妻 と死 別 した親 との 同居 は 、ム ス リムで15世 帯(24.6%)、

仏 教 徒 で11世 帯(15.3%)で 、親 の1人 世 帯 よ りは る か に多 い。 子 供 が 近 隣居 住 して親 が1

人 世 帯 で あ るの は 、ム ス リム の1世 帯 の み で あ る。 他 の1人 世 帯 は 、独 身 女 性 や 離 婚 して 子

供 の い な い 、 も し くは 子 供 が 離 別 した相 手方 と住 ん で い る世 帯 で あ る。 よ っ て 、 老齢 で1人

に な っ た 親 は 子 供 の世 帯 と同居 す る傾 向 が あ る とい え よ う。 これ は 、逆 にい え ば 老齢 とな っ

て も夫 婦 であ る限 り子供 の 世 帯 とは 同 居 しな い とい うこ とで あ る。

夫 婦 と未 婚 の子 供 か らな る核 家 族 世 帯 が 、ム ス リム も仏 教 徒 も全 体 の約 半数 を 占 め る こ と

か ら、 核 家族 が 多 い傾 向 に あ る とい う こ とは で き る。 しか し、M村 の世 帯 構 成 の 特徴 と して
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い え る こ と は 、夫 婦 と未 婚 の 子 供 を 一 つ の 単 位 と して捉 え 、そ の多 さを 指 摘 す る よ りも 、む

しろ 一 組 の 夫 婦 に よ る構 成 の 圧 倒 的 な多 さで あ る。夫 婦 が 世 帯 に含 ま れ る場 合 に 限 る と、ム

ス リム 世 帯 で は88%、 仏 教 徒 世 帯 で は97%の 世 帯 が 一 組 の夫 婦 の み を含 ん で い る。

世 帯 の構 成 は こ うした 一 組 の 夫 婦 を 中 心 と して 、そ の他 の 成 員 が 流 動 的 に入 れ 替 わ る形 態

を と って い る。3年 ご との6年 間 を と って み て も 世 帯構 成 員 の 入 れ 替 わ りは か な り頻 繁 で あ

る。(こ の こ とは 、次 項 の親 族 近 隣居 住 に お い て 具 体 的 に 見 る。)し か し、基 本 的 に は 一 時

的 に は 二 組 以 上 の 夫 婦 が 同 じ世 帯 に 同 居 す る こ とは あ っ て も、や が て 一 組 の 夫婦 のみ が残 る

形 で 変 移 して い く。 そ の 一 つ の 例 を 、私 が1988年 の調 査 時 に 同 居 して いた ウア ン の 世 帯 の

推 移 か らみ てみ た い 。

ウア ン の世 帯 の推 移(仏 教 徒6、 夫:52歳 、 妻:51歳)

1988年 の時 点 で 、 ウア ンの 世 帯 は 、夫 の ウア ン(漁 師)と 妻 の ウ ィ ン 、未 婚 の三 男(漁 師)

と次 女(中 学3年 生)の4人 の核 家族 型 の 構 成 で あ っ た。 彼 ら には 男4人 、女2人 の 計6人

の 子 供 が お り、そ の うち長 男 と長 女 の2人 が す で に結 婚 して い た。 長 女 は南 タイ 東 海 岸 の パ

タ ニ 県 に嫁 い でM村 に は い な か った 。長 男 は 炭 焼 き場 の 持 ち主Sの 所 有 す る 船 の 船 員 と して 、

ペ ナ ン と村 を往 復 して い た が 、親 の家 の 道 をは さ ん で 向 か い側 の運 河 の 中に 水 上 家 屋 をた て

て 、 妻 と子 供2人 と共 に 住 ん で い た 。 次 男 と 四男 は プ ー ケ ッ トで働 い て い た。

1991年 に は ウア ンの 世 帯 は6人 に な っ て い た。 ウア ン と ウ ィ ンの 夫 婦 、次 女 、長 男 の子 供

2人 、 四 男 の 子 供1人 の6人 の世 帯 で あ る。長 男 夫 婦 は 子 供2人 を親 の 世 帯 に 預 け て 、 そ の

年 の1月 か らハ ジ ャ イ の 家 具 工 場 に 出 稼 ぎ に 出 た。1988年10月 に プ ー ケ ッ トで 働 い て い た

四 男 が 東 北 タイ の ウボ ン県 出 身 の 妻 を連 れ て村 に帰 り、そ こで 長 女 を 出 産 した 。夫 で あ る 四

男 は 妻 と子 供 を 残 して プ ー ケ ッ トに戻 り、1990年 に は 単 身 で チ ェ ン マ イ へ 行 って しま っ た。

妻 は 子 供 を夫 の親 の 元 に 残 し、1991年 の は じめ か らハ ジ ャイ へ 出 稼 ぎ に 出 た。1988年 当 時

M村 に いた 三 男 は1989年 か ら2年 間 兵 役 にっ き 、兵 役 を終 わ る と1991年 か らハ ジ ャイ の長

男 で あ る兄 が勤 め て い た 家 具 工 場 に 就 職 した。 しか し、4カ 月働 い た 後 に 止 めた とこ ろ で あ

っ た 。 当時 プ ー ケ ッ トで 漁 に従 事 して い た次 男 は1989年 に い っ た ん プ ー ケ ッ トか ら村 に 戻

り、仕 掛 け漁 を して い た が 、1年 後 に 再 び プ ー ケ ッ トに 出 か けて 、 波 止 場 で トラ ック の運 転

手 を して い た 。 次 女 は 中学 を 卒業 す る と、母 の 出 身 村 の親 戚 の家 で7カ 月 間 ゴム の タ ソ ピン

グに 従 事 した あ とで 、1990年4月 か らヤ ラー の 工場 に働 き に 行 き 、1991年1月 に再 びM村

に 戻 っ て き た と こ ろで あ っ た 。

1994年 に は 、 ウア ンの 世 帯 は5人 にな って い た。 ウア ン と ウ ィン の 夫 婦 、長 男 の 子 供 二 人 、

6ウ ィ ン は も とム ス リム で あ った が
、現 在 は ウ ア ンに従 って 仏 教徒 にな っ てお り、子供 達 も皆仏 教 徒 で あ る。
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四 男 の子 供1人 の5人 で あ る。 次 女 は1992年 に婚 出 しヤ ラ ー に移 っ て い た 。 長 男 夫 婦 は相

変 わ らず 子 供 を親 元 に あ ず けて ハ ジ ャイ で 働 い て い た。 次男 は プ ー ケ ッ トで い まだ 独 身 の ま

ま トラ ック の運 転 手 を続 けて い た 。1991年 の 調 査 時 にハ ジ ャイ の 工場 を 辞 め た ば か りだ っ た

三 男 は 、そ の 後 トラ ンの デ パ ー トの ステ レオ売 場 で働 き 、や が て ハ ジ ャ イ の デ パ ー トに 移 り、

1994年 の は じめ に 妻 を つ れ て 村 に帰 っ て き た。3-4カ 月 を親 と同居 した あ とで 、 す ぐ 隣 に

竹 とニ ッパ 椰 子 で 家 をつ く って 妻 と2人 で 分 出 した。 四男 は相 変 わ らず 単 身 で チ ェ ンマ イ の

修 理 工 場 で働 い て お り、 そ の 妻 は1994年 の は じめ に 日本 へ 単身 で 渡 っ た とい う。 四 男 夫 婦

の 子 供 は夫 の親 で あ る ウ ア ンの 世 帯 で 養 育 して い る。

1988年

1991年

1994年

1995年

図1ウ ア ンの世 帯 の推 移
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1995年 に は ウア ンの 世 帯 は 、 ウ ア ン と ウ ィ ン の夫 婦 、四男 の 子供1人 の3人 で あ っ た。前

年 ま で 同 居 して い た長 男 の 子 供2人 は 、ハ ジ ャイ に 定着 した 長 男 夫 婦 が 連 れ て い っ た。 ま た 、

隣 に 住 む 三 男 に は子 供 が 誕生 した 。三 男 はや が て 自分 も親 に 子 供 を預 け 、夫 婦 で ハ ジ ャイ に

働 き に で た い と語 っ た。

ウア ンの 世 帯 の推 移 か ら、次 の こ とが い え る。親 族 近 隣 居 住 と して は 、1988年 に は 親 と長

男 の2世 帯 が 隣 接 して居 住 して い た が 、1991年 に は 長 男 の世 帯 が転 出 した た め 親 の 世 帯 だ け

に な り、1994年 に 再 び今 度 は親 の 世 帯 と三 男 の2世 帯 が 隣 接 居 住 をす る とい う変 遷 をた どっ

て い る。 この よ うに、1組 の 夫 婦 か らな る世 帯 構 成 を 中 心 に 、世 帯 内 及 び 近 隣 居 住 の 世 帯 の

メ ンバ ー シ ップ は か な り頻繁 に 変 わ り うる。

ま た 親 と未 婚 の 子 供 とい うい わ ゆ る核 家 族 の イ メ ー ジ も 、こ の流 動 す る 家 族 の 固 定 した核

で は 決 して な く、状 況 次 第 で は子 供 を祖 父 母 に 預 け る こ と も頻 繁 に行 われ て い る。 つ ま り、

子 供 は 親 が 育 て る べ き で あ る とい うこ とが 規 範 とな っ て は い な い こ とが 伺 われ る。1988年 の

時 点 で 、 両親 が 同 居 せ ず 、祖 父 母 が 孫 を 引 き取 って 育 て て い る ケー ス は ム ス リム で61世 帯

中4世 帯(6,6%)、 仏 教徒 で72世 帯 中3世 帯(4.2%)で あ っ た。 これ は 一 時 点 の もの な

の で 、 ウア ンの よ うに1988年 以 後 に 孫 の 引 き取 りを行 っ た世 帯や 、1988以 前 に 引 き 取 っ て

い た こ とが あ る世 帯 を含 め る と、孫 引 き 取 りの 経 験 の あ る世 帯 は か な りの割 合 に の ぼ るで あ

ろ う。

次 に 、 世 帯構 成 が 夫 方 で あ るか 妻 方 で あ る か を 、 どち らの 親 も しく は き ょ うだ い が 世 帯 に

加 わ っ て い るか で み る と、 ム ス リム で は 夫 方 は9世 帯 、妻 方 がll世 帯 、 仏 教 徒 で は 夫 方 が

8世 帯 、妻 方 が4世 帯 で あ っ た7。仏 教 徒 で は夫 方 居 住 が 多 くな っ て い るが 、これ を近 隣 居 住

の 夫 方 、妻 方 を合 わ せ て み る と、 夫 方 が20世 帯(27.8%)、 妻 方 が14世 帯(19.4%)と な

る。 総 数 が少 な い の で 、 これ に よ っ て何 らか の傾 向 性 を指 摘 で き るか ど うか は 慎 重 に しな け

れ ば な らない が 、 ム ス リム も仏 教 徒 も完 全 に ど ち らか に偏 っ て い る わ け で は な く、 夫方 、妻

方 どち らも状 況 に よ り取 り うる とい うこ と は言 え る で あ ろ う。

も う一 つ 、 こ こで 指 摘 して お か な けれ ば な らな い こ とは 、 ム ス リム と仏 教 徒 の 混 合 世 帯 の

少 な さ で あ る。 この 唯 一1988年 の 時 点 で 存 在 した 混 合 世 帯 は 、特 殊 な ケ ー ス で あ る。 ム ス

リム で あ っ た母 親 が 、仏 教 徒 で あ る現 在 の 夫 と再 婚 して 仏 教 徒 に な っ たが 、前 夫 の 子 供 の う

ち 二 人 は母 の 兄 の 家 で 育 った た め ムス リム に な っ て お り、そ の ム ス リム の 子 供 二 人 が 現 在 再

び 母 と住 ん で い る の で 混 合 世 帯 とな った も ので あ る。 む しろ こ ご こか らは 、宗 教 的 帰 属 は親

子 の 血 縁 関係 よ り も、同 居 す る世 帯 の宗 教 に よっ て 決 定 され る と い うこ とが い え る。 生 活 を

7こ れ は2世 代 以上 に わた る 世帯 の親 も し くは キ ョゥダ イ との 同居 世帯 を合 計 した もの で あ る。
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共 にす る 同 じ世 帯 にお い て は 、成 員 の宗 教 は 通 常 一 つ で あ る。1991年 に は 、特殊 ケ ー ス で あ

った ム ス リム と仏 教 徒 の混 合 世 帯 は解 消 され て い た 。 ム ス リム の 子 供 の 一 人 は 兵 役 で 、 も う

一 人 は トラ ン に働 きに 出 て
、仏 教 徒 の 家 族 メ ンバ ー だ け残 っ た た め 、仏 教 徒 世 帯 とな っ た の

で あ る。

(2)親 族 近 隣居 住 の 特 徴

M村 で は 、親 の 世 帯 と子 の 世 帯 、 キ ョウダ イ の 世 帯 な ど近 い 親 族 の 近 隣 居 住 が 多 くみ られ

る。 こ う した 親 族 の近 隣 居 住 は 、親 族 が 家屋 を接 近 して居 住 し、 日常 的 に頻 繁 に接 触 して 相

互 扶 助 を行 っ て い る とい う点 で は 、水 野 の い う東 北 タ イ の 「屋 敷 地 共住 集 団 」 と同様 の性 質

を も っ て い る。 しか し、必 ず し も生 産や 消 費 を共 同 で 行 っ て い る わ け で は な く、 む しろ マ レ

ー 人 の双 系的 な親 族 構 造 を反 映 して よ り多様 な親 族 を含 み 、共 同 の 程 度 も様 々 で あ る とい う

坪 内 が 「親 族 近 隣居 住 」 と呼 ぶ状 況 に よ り近 い とい え る[坪 内1993:4]。 こ こで は1988

年 か ら3年 ご とに1991年 、1994年 と2回 追 跡 調 査 を行 っ た デ ー タか らそ の 変 化 を追 っ て み

た い。 なお 、親 族 近 隣 居 住 集 団 の 単位 は 、別 々 に生 計 を営 ん で い る幾 つ か の 世帯 が集 ま っ て

一 固 ま り とな っ て い るイ メー ジ で捉 え る た め
、 ク ラ ス タ ー を用 い た 。

1988年 の 時 点 で 、親 族 近 隣 居 住 を行 って い る 世帯 は ム ス リム で11ク ラス ター あ り、35世

帯 が 含 まれ る(表5)。 これ は ム ス リム の 全 世 帯 中57.4%に あ た る。2世 帯 を含 む ク ラ ス タ

ー が4
、3世 帯 が2、4世 帯 が4、5世 帯 が1で あ る。 そ れ が3年 後 の1991年 にな る と、

15ク ラ ス ター に 増 え る。 消滅 した ク ラ ス タ ー が1つ 、新 た に増 え た クラ ス ター が5つ あ り、

43世 帯(70.5%)が 含 ま れ る。2世 帯 の ク ラ ス タ ー が9に 増 え、3世 帯 が2、4世 帯 が2、

5世 帯 と6世 帯 の ク ラ ス ター が それ ぞれ1つ ず つ あ る。 さ らに3年 後 の1994年 には 、 ク ラ

ス タ ー は16に な り、含 まれ る世 帯 は45世 帯 で 全 ム ス リム世 帯;の70.3%と 前 回 と変 わ らな い 。

前 回 か ら消滅 した クラ ス ター が1、 新 た に で き た の が2つ あ る。今 回 も2世 帯 の ク ラ ス タ ー

が 最 も 多 く9、3世 帯 が3、4世 帯 が3、6世 帯 が1で あ る。

仏 教 徒 は 、1988年 に は12の ク ラ ス ター が あ り、36世 帯 が含 ま れ る。 これ は 、 全 仏 教 徒 世

帯 の50.0%に あ た る。2世 帯 を含 む ク ラ ス タ ー が7、3世 帯 が2、4世 帯 が2、8世 帯 が1

表5親 族近 隣居 住集 団の推 移(1988～1994年)*

世帯数2345678計
ム ス リム1988年

1991年

1994年

4241

92211

9331

11(35世 帯57.4%)

15(43世 帯70.5%)

16(45世 帯70.3%)

仏 教 徒1988年

1991年

1994年

722

42

412

112(36世 帯50.0%)

17(22世 帯33.3%)

18(26世 帯43.3%)

*1988年
、1991年 、1994年 の 調 査 に よ る
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で あ る。1991年 に な る と、 ク ラス ター 数 は7に 激 減 す る。 これ に 含 まれ る 世 帯 は22で 、全

仏 教徒 世 帯 の33.3%に な る。前 回 の調 査 時 よ り消 滅 した ク ラス ター は6で 、新 た にで きた ク

ラ ス タ ー は1つ あ る。1994年 に は 、 ク ラス ター は1つ 増 え て8に な り、1991年 時 よ り消 滅

した ク ラス ター が2、 新 た に で き た のが1と な っ て い る。 これ に含 ま れ る世 帯 は26世 帯 で 、

全 体 の43.3%と な っ て い る。 ム ス リム と仏 教 徒 を比 べ た場 合 、ム ス リム の 方 が 、子 供 が 親 の

近 くに 留 ま って 居 住 す る傾 向 が よ り強 い と言 え るか も しれ な い。

東 北 タ イ で の 屋 敷 地 共 住 集 団 は 妻 方居 住 に 偏 り、マ レー 農 村 で は双 系的 傾 向 が 見 られ る と

い うが 、M村 で は 、 ム ス リム の近 隣居 住 の うち 、妻 方 が13ケ ー ス 、夫 方 が13ケ ー ス と拮 抗

して い た8。な お 親 族 近 隣 居 住 集 団 の うち 、結 婚 して 親 と同 居 して い る 世 帯 は6女 の 夫 婦1ケ

ー ス が あ った
。 仏 教 徒 は 、妻 方 が10ケ ー ス 、夫 方 が12ケ ー ス 、そ の 他1ケ ー ス9で あ った 。

この うち 、 結 婚 後 も親 と 同居 して い る 世 帯 は 、長 男 が1ケ ー ス 、長 女 が1ケ ー ス あ った 。 仏

教徒 に お い て も妻 方 、夫 方 の ど ち らか が 優 越 して い る とは い え な い 。M村 の 近 隣 居 住 の パ タ

ー ン は 、 ム ス リム も仏 教 徒 も共 系 的 な 親 族 関係 の特 徴 を示 す とい え るで あ ろ う。 この こ とは 、

世 帯構 成 につ い て の 考 察 と一 致 して い る。

M村 に お け る親 族 近 隣居 住 の特 徴 は 、第 一 に 、 ク ラ ス ター の うち に 、 ム ス リム と仏 教 徒 の

世 帯 が 混 じ って 含 まれ て い る ケ ー ス が あ る こ とが 注 目され る。1988年 と1991年 に1つ 、1994

年 に2つ あ るが 、 これ らは親 の 世 帯 が ム ス リム で あ っ た こ とか ら、い ず れ も ム ス リム の ク ラ

ス ター に数 えた 。 こ うした ム ス リム ー仏 教 徒 世 帯近 隣居 住 は 多 くは な い 。 後 述す る よ うに 、

ム ス リム と仏 教 徒 が 通婚 した 場合 、通 常 は そ の 夫 婦 が 改 宗 した 宗 教 の 側 を 選 ん で居 住す る こ

とが 多 い か らで あ る。具 体 的 に見 て み る と、1988年 には4世 帯 の ク ラ ス タ ー に1世 帯 の 仏 教

徒 の 世 帯 が 含 まれ て い る。 これ は親 及 び 子 供 の2つ の 世 帯 が ム ス リム で 、子 供 の うち1人 が

仏 教徒 の 夫 に従 っ て 仏 教 徒 に な っ た が 、夫 がM村 の 炭 焼 き場 の持 ち主 で漁 商 で もあ るSの も

とで働 い て い た た め 、そ の ま ま 妻 の親 の 隣 に住 ん で い る ケー ス で あ る。1991年 に は 、 この 子

供 の 世 帯 は エ ビの養 殖 を 行 うた めに 隣 村 に移 住 して しま っ た の で 、ム ス リム の み の ク ラ ス タ

ー に な っ て い た。 この親 の 世 帯 もム ス リム ー仏 教 徒 婚 に よ っ て ム ス リム に な って い る世 帯 で

あ る。1991年 に は2世 帯 の クラ ス ター が ム ス リム ・仏 教 徒 近 隣 居 住 で あ っ た が 、親 が ム ス リ

ム 、 子 供 が 仏 教 徒 の世 帯 で あ る。 息 子 が 仏 教 徒 と結 婚 して 仏 教 徒 に な り、先 にM村 の 炭 焼 き

場 で 働 く た め に 移住 して 来 た 後 に 、親 の 世 帯 が 同 じく炭 焼 き場 で働 くた め に 村 に 移 住 して き

8こ の うちす で に親 の世 帯 がな く、き ょ うだ い近 隣 居 住 して い る ケー ス 、ま た両 親 が 子供 の世 帯 に分 か れ て

同 居 して い るケ ー ス が含 まれ る。

9こ れ は親 の 世 帯 と長女 の 夫 の き ょ うだい の世 帯 の クラ ス ター で 、炭 焼 き場 で働 くた め の 短期 的 な 近隣 居 住

と考 え られ る。
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た も の で あ る。1994年 に は2世 帯 の ク ラス ター が1つ 、3世 帯 の ク ラス ター が1っ あ るが 、

1つ は1991年 の ム ス リム ー仏 教 徒 ク ラ ス ター の親 が そ の ま ま 村 に 滞 在 し、先 に近 隣居 住 し

てい た息 子 の 世 帯 が 村 外 に移 住 した あ とに 、仏 教 徒 と通婚 した 娘 の 世 帯 が 炭 焼 き場 で 働 くた

め に 来村 して 再 び2世 帯 の ク ラ ス タ ー を な した もの で あ る。 も う1つ は 、そ れ ま で は ム ス リ

ムの2世 帯 の ク ラス ター で あ っ た も の が 、仏 教 徒 との 通 婚 で仏 教 徒 に な っ た 娘 が 、夫 と死 別

した た め 以前 住 ん で い た プー ケ ッ トか ら子 供 を連 れ てM村 に 帰 村 し、親 の 側 に住 ん だ もの で

あ る。

しか し、ム ス リム ー 仏 教 徒 混 合 の 親 族 近 隣 居 住 の 場 合 は ム ス リム ー仏 教 徒 混 合 世 帯 とは 異

な り、過 渡 的 な特 殊 ケ ー ス とは い え ない 。通 婚 に よっ て 改 宗 した子 供 と親 の 関係 は 、 日常 的

往 来 が途 切 れ るわ けで は な く 、時 に は、居 住 の 近接 な どに よ り、異 な る宗 教 の親 の世 帯 と よ

り頻 繁 な つ き合 い が あ る こ とも あ る。 た だ し、夫 が死 ん で親 元 に 返 って きた 妻 の場 合 で も 、

宗 教 が 異 な る こ とか ら 、親 の 世 帯 に は同 居 しな い。 彼 女 は 、 夫 へ の タ ンブ ン も ム ス リム の親

や 親 族 の 手 前 、近 所 の 仏 教 徒 に 頼 ん で こ っそ り行 っ て い る の で あ る。 しか し、隣 に住 む 親 は

雑 貨 店 を 開 い て い る彼 女 の 子 供 の 面倒 をみ た り、店 番 を した り と何 か と 日常 的 な 援 助 を行 っ

て い る。

第 二 に 、M村 の 親 族 近 隣 居 住 の変 化 を 追 っ て気 づ く顕 著 な 点 は 、 わず か な 期 間 の 間 に 近 隣

居 住 世 帯 の構 成 が 大 き く変 化 す る こ とが 、 特 異 な ケ ー ス で は な い とい う こ とで あ る。1988

年 の 時 点 で存 在 して い た ク ラ ス ター の変 化 をみ る と、そ の後6年 間 に わ た る3年 ご と2回 の

調 査 時 に 、全 く変 化 が な か った ク ラ ス ター は 、ム ス リム で は11中5、 仏 教 徒 で は12中2に

す ぎ な い。 消滅 した ク ラス ター が 最 も多 か っ た の は 、1988年 か ら1991年 に か け て の 仏 教 徒

の 世 帯 で あ る が 、 この とき6つ の ク ラ ス タ ー が な くな って い た 。 これ らは い ず れ も子 供 の 世

帯 が 村 外 に移 住 した た め 親 の 世 帯 だ けが 残 っ た例 で あ る。極 端 な ケ ー ス で は 、1988年 に は 親

の 世 帯 と子 供 の3世 帯 、あ わせ て4世 帯 の ク ラ ス タ ー をな して い た もの が 、1991年 に は 子 供

が そ れ ぞ れ妻 の 実 家 の 村 に移 住 して 、親 の 世 帯 の み が残 っ て い た。 また 、 ク ラス ター をな す

世 帯 数 は 変 わ らな い が 、そ れ を 構 成 す る子 供 の 世 帯 が 入 れ 替 わ っ て い る ケ ー ス もみ られ る。

ク ラ ス タ ー数 が減 少 した 仏 教 徒 に対 し、 ム ス リム は1988年 か ら1991年 の 間 に5っ の新 た な

ク ラ ス タ ーが 誕 生 して い た 。 これ は 、同 居 して い た 子 供 が 結 婚 す る こ とで世 帯 を わ け た もの

が1ケ ー ス 、 す で に婚 出 して い た 子 供 の 世 帯 が帰 村 した もの が2ケ ー スlo、 残 り2ケ ー ス は

M村 出 身 者 で は な い が 、先 にM村 に炭 焼 き場 で働 くた め に 来村 して 居 住 して い た 親 に続 い て 、

子 供 の 世 帯 が 同 じ く炭 焼 き 場 で 働 くた め に来 住 した ケ ー ス と、妹 の世 帯 に続 い て 姉 の 世 帯 が

来 村 した ケー ス で あ る。 この よ うに 、人 の 移 動 は か な り頻 繁 に ち ょっ と した き っ か け で 起 こ

loう ち1ケ ー スは エ ビの養 殖 をす るた め にM村 に戻 っ た
。
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りう る。 例 え ば 、 ハ ジ ャイ で 誰 か が よい 職 に つ い た と聞 く と、親 族 、 知 人 を通 じて次 々 に 出

か け て い く。 ゆ え に 、そ の ほ とん どは 同 じエ 場 に 勤 め る こ と に な る。 そ して 、そ の仕 事 に 不

満 が あ る と、再 び 村 に 帰 っ て く る。村 を 出 た り入 っ た りす る と き に 、す で に結 婚 して い る者

は 親 の 家 に同 居 す る こ と もあ るが 、す ぐ側 に 簡 易 な 家 をた て て 住 む こ と も多 く、 こ う した 人

の 移 動 が 親 族 近 隣居 住 の クラ ス ター の 変 化 と な っ て現 れ て い る もの と思 われ る11。

(3)世 帯 と親 族 近 隣 居 住 か らみ た 家 族 、 親 族

東 南 ア ジ ア に お け る家 族 の 概 念 は 、そ の成 員 の 流 動 性 か ら、生 活 共 同 単位 と して の 世 帯 を 、

文 化 的 カテ ゴ リー と して の家 族 概 念 と分 離 させ て捉 え よ うとす る試 み が 見 られ る12。M村 に

お け る親 族 も 、そ の 世 帯 を構 成 す る メ ンバ ー の 流 動 性 は 極 めて 高 く 、そ の 流 動 性 は親 族 近 隣

11伝 統 的 な住 居 は 、 ニ ッパ 椰 子の 葉 で屋 根 をふ き 、竹 を割 っ て組 ん だ壁 で 囲 んだ 造 りで 、地 面 か ら50セ

ン チ か ら1メ ー トル く らい の間 の 高床 式 の もの で あ る が 、簡 易 な もの は 高床 にせ ず 、地 面 に直 接 囲い を して

組 み上 げ る。親 の所 有 す る 土地 が 狭 い場 合 は、 運 河 の 中 に杭 をたて て 水 上家 屋 にす る場 合 もあ る。1988年

の 時点 で、屋 敷 地 の所 有 を してい る世 帯 は、ム ス リムで35世 帯 、仏 教 徒 で21世 帯 にす ぎ な い。親 の 所 有

地 に居 住 して い る世 帯 は 、ム ス リム で14世 帯 、仏 教 徒 で10世 帯 で あ る。そ の他 は、運 河 の 中 に水 上 家屋

を建 て るか 、政 府 の 土地 に無 断入 植 す る か、も しくは炭 焼 き場 の 労働 者 は経 営 者 のSが 所 有 す る 土地 に居 住

してい る。

12そ の 例 と して
、東 北 タイ の農 村 研 究 か ら提 唱 され た 水 野 の 「屋 敷 地共 住 集 団 」 と、 マ レー 農 村 の研 究 か

ら 出 され た 坪 内、 前 田 の 「家 族 圏」 の概 念 をあ げ る こ とが で き る。

口羽 ・前 田は 水 野 の 「屋 敷 地 共住 集 団 」 を評価 、分析 す る論 考 の 中で 、水 野 の家 族 の 定 義 を検討 し、家 族

と世 帯 の 区 別 が タイ 語(な い しは タイ 社 会)で はな しえ な い こ と と、家 族 の境 界 の あ い まい さの2点 を指 摘

してい る[口 羽 、前 田1989:193]。 水野 の 「屋 敷 地 共 住集 団」 とは 、親 の 世 帯 と子 の 世 帯 が 土地 を契 機 と

して 「生 産 共 同 体」 を な し、親 の屋 敷 地 内 に子 供 夫 婦 が隣 接 して居 住す る とい う形 態 を さ して る。 この形 態

の形 成 ・発 展 消滅 は 「双 系 的 親族 組 織 の も とに 現れ る家 族 の周 期 的発 展 」 と して み られ 、村 内 の家 は どの家

を とって も屋敷 地 共住 結合 の 段 階 を経 過 す る もの と考 え られ て い る。口羽 らは 水 野 の分 析 す る タイ 社 会 にお

け る事 例 と 口羽 に よ るマ レー 社 会 にお け る事 例 を比較 して次 の よ うな 違 い を指 摘す る。水野 の 「屋 敷 地 共住

集 団」 とケ ダー のq羽 の ケー ス の違 い は 、後者 では 水 野 のケ ー ス の よ うに 家族 周 期 が 土地 所 有 と家 族 の経 済

的地 位 と に関連 して 考 え られ な い こ とで あ る。 これ は ケ ダ ー のケ ー ス では 均分 相 続 を と り、土 地 に開拓 の余

裕 が ない こ とか らく る とい う。 さ らに 、マ レー 社 会 には タイ 北部 や東 北 部 の 末娘 の家 ・屋 敷相 続 、 よ り規 範

的 な妻 方 居 住 な い しは 女 非移 動 制 、そ れ に伴 う妻=母 方 要 素 の強 い親 族 集 団 の形 成 が な く、女性 の ライ ン が

よ り曖 昧 で あ る。個 人 は 生 まれ な が ら に して、父 方 に も母方 に も同等 の 関 係 を もつ。 ま た子 供 は結 婚 後 も、

自己の 実 家 の成 員 であ り続 け る とい う[口 羽 、 前 田1980:198]。 っ ま り、 マ レー 人 の 家 族 は 、集 団 の排 他

性 の欠 如 を特徴 とし、家 族 は集 団 とい うよ り も、夫婦 、親子 、き ょうだ い の関係 の累 積 態 で あ る。 これ が 、

坪 内 ・前 田が 「二者 関係 の 累積 態 」 と して提 唱 した 「家 族 圏」 の概 念 で あ る。誰 と誰 が助 け合 うかは 個 人 の

好 み や 選 択 の 問題 であ る。 つ ま り、境界 の ある集 団で は な く、境 界 は あい ま いで 一 種 の社:会圏 しか形 成 して

い ない とい う意 味で 「家 族圏 」 と名 づ けた。

家族 圏の 概念 は 、集 団 と して固 定 的 な メ ンバー シ ップ が あ る とい うこ とを前 提 と した家 族 の概 念 に 対 す る

ア ン チテ ー ゼ と して 出 され た もの で あ り、マ レー にお け る親 族 と家 族 の連 続性 とい う視 点 は 、本論 で 扱 う南

タイ の事 例 を理解 す る うえで も有 効 で あ ろ う。
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集 団 の 構 成 メ ンバ ー に ま で 及 ん で い る。 こ こで も、家 族 概 念 は メ ンバ ー シ ップ が 固 定 され た

集 団 に よ っ て捉 え る こ と は難 しい 。 そ れ は ち ょ うど 、マ レー 家 族 の特 徴 を 、そ の 集 団 の排 他

性 の 欠 如 にみ て 、夫 婦 、 親 子 、 キ ョ ウダィ の 「二者 関係 の 累 積 態 」 と して 、境 界 が 曖 昧 な家

族 を一 種 の 社:会圏 と して 捉 え よ うとす る状 況 が あて は ま る よ うに 思 え る。 しか し、M村 の事

例 で 明 らか な こ とは 、 こ の生 活共 同 単位 と して の 家 族 、 つ ま り世 帯 が た ん に 同等 の 夫婦 、親

子 、 キ ョウ ダイ の 関係 の 累積 で は な く、 一 組 の 夫 婦 を 中 心 に 展 開 して い る こ とで あ る。

M村 に お いて は 、ム ス リム も仏 教 徒 も類 似 した 世 帯 と親 族 近 隣 居 住 の実 態 を もち 、そ の成

員 の 流 動 性 の 高 さに お い て も差 は み られ な か った 。居 住 にお い て も父 方 と母 方 の ど ち らか が

優 先 され る規 則 性 は 見 い だせ ず 、 それ ぞ れ が 状 況 に あ わ せ て 選 択 して い る様 子 が み られ た 。

しか し、 こ う した 父 方 、母 方 どち らで も 状 況 に あ わ せ た 柔 軟 な帰 属 を と る共 系 的 な 親 族 関

係 や 、家 族 と親 族 の 間 で の メ ンバ ー の流 動 性 とい う特徴 は 、父 方 と母 方 の親 族 の 宗 教 が 異 な

るム ス リム ー仏 教 徒 婚 よ って 、生 活 共 同 単 位 と して の家 族 と、相 互扶 助 ネ ッ トワー ク とで も

い え る親 族 近 隣 居 住 集 団 の 境 界 が 明 確 に す る よ うな 異 な る原 理 が持 ち 込 ま れ る こ と にな る。

ム ス リム ー仏 教 徒 婚 者 の 事 例 か らは 、生 活 共 同 単 位 と して の 世 帯 にお いて は宗 教 は 同 じで な

け れ ば な らな い が 、相 互 扶 助 ネ ッ トワー ク と して の親 族 関 係 は 宗 教 を越 え て機 能 して い る こ

とが 明 らか に な る。 世 帯 内 に お い て 宗 教 を一 っ にす る とい う実態 は 、世 帯 が 一 組 の夫 婦 を 中

心 に 構 成 され る と見 る と、異 な る宗 教 の者 同士 の通 婚 に お い て 、 「夫 婦 は 同 じ宗 教 で な けれ

ば な らな い 」 とい わ れ る こ とに即 して い る よ うに 思 わ れ る。 宗 教 の違 い が 、 こ こ で は家 族 と

親 族 の 境 界 を示 す こ とな る、 しか し、家 族 を越 えた 「ヤ ー ト ・ピー ノー ン」 と称 され る親 族

の境 界 そ の もの は 、 そ の 話 し手 の 用 い る コ ンテ クス トに依 存 し、明 確 な 境 界 が 引 け な い と こ

ろ に む しろそ の 特 徴 が あ る。

(4)養 子慣 行

こ こま で は 、M村 の 家 族 、親 族 の 特 徴 を メ ンバ ー シ ップ の 流 動 性 とい う観 点 か らみ て き た

が 、 宗 教 と親 族 関 係 の も う一 つ の 関 わ りと して 、村 で広 く行 われ て い る 「養 子慣 行 」 と い う

視 点 か ら、 家 族 関 係 を見 てお きた い。 「養 子 慣 行 」 とい って も、 こ こで は 実 質 的 な意 味 で の

養 子 の 授 受 を扱 うわ けで は な い。 実質 的 な養 子 は1988年 の 時 点 で 、 私 が 知 る限 りで4世 帯

(ム ス リム2世 帯 、 仏 教 徒2世 帯)が とっ て お り、2世 帯(ム ス リム2世 帯)が 出 して い た 。

こ うした 実 質 的 な養 子 のや り取 りは 、親 族 間 で 行 わ れ る ケー ス が 多 い が 、そ の こ とは 隠 され

る傾 向 が あ る。 こ こで 「養 子 慣 行 」 とい っ て い るの は 、 子 供 が 病 気 の とき に 一 種 の 治 療 儀 礼

とも い え る方 法 の こ と を さ して い る。 これ を タ イ 語 でhailuukbunthamと い うが 、haiが

「与 え る」 、luukbuntha醗 が 「養 子」 を意 味 し、全 体 で 「養 子 を 与 え る 」 とい う意 味 に な

る。 実 質 的 に 養 子 を 出す とき に も この 同 じ言 葉 を用 い る。

「養 子 に 出 す 」 方 法 は 、親 が 「養 子 に あ げ る」 「私 た ちは も うい ら ない か ら、他 の 人 に あ
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げ る 」 な ど と言 っ て 、養 子 を 出す 先 の 人 に 、 子供 の 手 首や 首 に 紐 をむ す ん で も ら う。 時 に は 、

養 父 母 か ら子 供 に 金 の指 輪 を も ら うこ とも あ る。 しか し、 この 儀 礼 の 後 も 実 際 は 実 の 両親 が

育 て る。 「養 子 に 出 され た 」子 供 は 、そ の後 は養 父母 とな っ た 相 手 の 宗 教 に従 っ た親 族 呼 称

で 養 父 母 を 呼 ぶ。 ム ス リム は 父 母 を 「パ 、 マ 」 と呼 ぶ が 、養 子 に出 され た 子 供 が 仏 教 徒 で あ

って も 、 これ に従 う。 しか し、 そ の子 の 実 際 の キ ョ ウダ イ 達 は これ に従 う こ とな く、 こ うし

た 養 父 母 一養 子 の 関係 は キ ョ ウダ イ の 中 で も この 養 子 に 出 され た 子 一 人 だ け に 関 わ る こ と

で あ る。

1988年9月 の 調 査 時 で 、ム ス リム61世 帯 中33世 帯=が44人 の 子供 を、仏 教 徒72世 帯 中28

世 帯 が 同 じ く44人 の 子 供 を養 子 に 出 して い た。 宗 教 が い か に 関 係 す る か を み る と、 ム ス リ

ムで44人 中25人 を ム ス リム へ 、19人 を 仏 教徒 へ 出 して い る。 仏 教 徒 の方 は44人 中 ム ス リ

ムへ10人 、 仏 教 徒 へ33人 、 出稼 ぎ先 の ラ ノ ー ンで ビル マ 人 に出 した とい うの が1人 で あ っ

た。 この うち治 療 儀 礼 を行 うな ど呪 術 的 力 を もつ と され る 仏 教 の僧 へ 出 した とい うの が 、ム

ス リム で6人 、 仏 教 徒 で10人 で あ る。 それ を そ れ ぞ れ か ら引 く と 、 ム ス リム は ム ス リム へ

25人 、 仏 教 徒 へ13人 、仏 教 徒 は仏 教徒 へ23人 、 ム ス リム へ10人 とな る。 比 率 と して は 、

ち ょ う ど異 な る宗 教 へ 出す ケ ー ス が 同 じ宗 教 へ 出 す ケ ー ス の 半 分 ほ ど で あ る こ とに な る が 、

近 い 親 族 へ 出 す こ と も多 い こ とを考 え る と、 「養 子 慣 行 」に お い て は 、宗 教 の違 い は特 に 関

与 して い な い とい え る よ う。つ ま り、 こ とさ ら異 な る宗 教 だ か ら よい と考 え られ て い る わ け

で も な く、 同 じ宗 教 が よい と考 え られ て い る わ け で もな い。 そ の こ とは 、 なぜ そ の子 を養 子

に出 した か の 理 由 を尋 ね た と き に 、宗 教 に関 して の 言及 が 聞 か れ な か った こ とか らも言 え る

で あ ろ う。

養 子 に 出 され た 子 供 の性 別 は 、男45人 、女41人 、 不 明2人 で あ った 。 第 何 子 を 出 した か

につ い て は 、 第 ユ子が29人 、第2子 が17人 、第3子 が11人 、 第4子 が8人 、 第5子 が11

人 、 第6子 が2人 、第7子 が1人 、第8子 が4人 、第9子 が1人 、不 明4人 で あ っ た 。 第1

子 が 多 くな っ て い るが 、これ は ま だ子 供 が1人 しか い な い 若 い 夫 婦 も含 まれ て い る こ と と、

第1子 だ か ら養 子 に 出 した とい う説 明 は 聞 か れ な か った こ とか ら 、特 に有 意 な特 徴 で あ る か

ど うか は 定 か で は ない 。

村 人 が 挙 げ る養 子 に 出 した理 由 と して は 、子供 が 体 が 弱 くい つ も熱 ば か りだ して い る か ら

とか 、引 きつ け を起 こす か ら とい う子 供 の 健 康 状 態 に 関す る も の が圧 倒 的 に 多 か った が 、夢

で特 定 の 誰 か が そ の子 を くれ と要 求 し、出 さな け れ ば 子 供 が 病 気 に な る と い うこ とを 恐れ て

養 子 に 出 した とい うの も12ケ ー ス あ っ た 。 この12ケ ー ス の うち、 子 供 が 病 気 で あ っ た と重

複 した 理 由 を上 げ て い る ケ ー ス もあ っ た。 夢 を見 た人 は 、母 親 で あ った り父 親 で あ っ た り、

祖 母 で あ っ た りす る が 、なか に は養 子 に 出す 先 の 人 と父親 が 同 時 に 夢 を 見 た とい うケ ー ス も

あ っ た。 この ケ ー ス で は 、養 子 を も らっ た 方 は まだ 独 身 の20代 の 仏 教 徒 の 男性 で 、 出 した
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方 は ム ス リム の20代 の 父親 で あ り、 特 に 血 縁 関係 は な か っ た。 そ の 他 、 水 の 精 霊(ピ ー ・

ナ ム)が 子供 を 連 れ て い こ う とす るの を僧 が 助 けて くれ る夢 をみ て 、そ の 僧 に養 子 に 出 した

とい うケー ス も あ っ た。 ま た 、特 に夢 を 見 た わ け で は な い が 、 そ の 人 の 子 供 が 皆 元気 に 育 っ

て い るか ら とか 、そ の人 の 子 供 が 太 っ て い るか ら同 じよ うに太 る よ うに と願 っ て 出す 場 合 も

あ る。

村 の 中で 最 も多 く養 子 を も らっ て い た の は 、 ム ス リム の呪 医 ワ ー ・コー ン で 、仏 教 徒 か ら

2人 、 ム ス リム か ら3人 が養 子 に 出 され て い た 。 ワー ・コー ン 自身 は 、 自分 が 多 く養 子 を受

け る理 由 を、 子 供 が 皆 元 気 で病 気 もせ ず に 育 っ て い るか らだ とい う。(男7人 、女1人 の子

供 を も って い た が 、娘 は1987年 に34歳 で 病 死 した。)し か し、 子供 が 無 い た め実 質 的 な養

子 を も らい 受 け て一 人 娘 と して 育 て た 仏 教 徒 の呪 医ぺ ・リエ ン もま た 、仏 教 徒 か ら1人 、 ム

ス リム か ら3人 の養 子 を 受 けて い る。M村 の 寺 の僧 、隣 村 の 寺 の僧 も多 くの 養 子 を受 け て い

る こ とか ら 、養 子 に 出す 親 は 、子 供 の病 気 の 治癒 や 予 防 を願 って 、養 父 母 に 何 らか の力 を期

待 して い る とい う こ とが で き よ う。

しか し、 「養 子 慣 行 」 に は 、 他 の 病 気 治 療 の 儀 礼 的 方 法 と は異 な る独 特 の 考 え方 が 現 れ て

い る 。 そ れ は 、 子 供 が 病 気 が ちな の は 、親 と合 わ な い か らだ(maithuukkan)と 考 え られ

て い る こ とで あ る。親 と生 ま れ た 年 月 日に よ る相 性 が合 わ な い の で 、合 う人 に 養 子 に 出 した 、

合 う人 を見 つ け る ま で何 人 に も養 子 を 出 した とい うケ … ス も あ る。 つ ま り、 こ こで は親 と子

の 関 係 が 絶 対 視 され ず 、相 性 が 合 わ な い な ら、合 う よ うに 組 み 替 え る とい う手段 が と られ て

い る の で あ る。 養 子 に だ され た 子 供 の 年 齢 は 、1歳 未 満 が60人 で最 も 多 く、5歳 ま で が17

人 、10歳 ま で が6人 、15歳 ま で が2人 、 不 明3人 で あ った 。 つ ま り、 養 子 慣 行 は 、 乳 幼 児

の うち の 病 気 の 原 因 を親 との 関係 に 求 め 、子 供 に と って 新 た な 関 係 を作 り出す こ とで解 決 し

よ うとす る方 法 で あ る とい え よ う。

こ こ に、M村 に お け る家 族 関係 の 一つ の特 徴 を み る こ とが で き る。 まず 、養 子 に 出す 場 合

に 、家 族 全 体 に 関 わ るの で は な く 、特 定 の 子 供 とそ の 養 父 母 とい う二 者 関 係 のみ に 関 わ る こ

とで あ る とい うこ とで あ る。 こ こ で は 、キ ョウ ダイ や 集 団 と して の家 族 は 関 わ らず 、1対1

の 「親 一 子」 関係 が 焦 点 と な って い る。 も う一 つ 、 この 「養 子 慣 行 」 で特 徴 的 な の は 、 こ こ

で は 宗 教 の違 い が 関 与 して い な い 、宗 教 的 カ テ ゴ リー に よる 人 の 区 別 は 用 い られ て い な い と

い う こ とで あ る。

婚 姻

M村 に お け るム ス リム ー仏 教徒 婚 は全 婚 姻 数 の約20%に の ぼ る。これ は 、東 南 ア ジア にお

い て もか な り特 異 な 通 婚 率 を 示 して い る。 例 え ば 、 マ レー シ ア の ク ラ ン タ ン に お け る1985

年 の ウ ィ ンズ ラ ー の 報 告 では161ケ ー ス 中5ケ ー ス(3.1%)に しか す ぎず 、 また1982年 の
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チ ャ ウィ ー ワン の パ タニ で の 調 査 で も ム ス リム と仏 教 徒 の 通 婚 は ほ とん どな く 、わ ず か な通

婚 の 事 例 は都 市 部 の タイ の 教 育 を うけた も の が ほ とん どで あ る とい う。 しか も 、そ う した わ

ず か な 通 婚 も 、 仏 教 徒 が 改 宗 して ム ス リ ム に な る ケ ー ス が 大 部 分 で あ る と報 告 して い る

[Winzeler1985,Chavivun1982]。 と こ ろが 、M村 の 通 婚 の事 例 で は 、 婚 姻 にお い て は

夫 婦 の 宗 教 は 同 じで な け れ ば な らな い とい うこ とが 強 く言 わ れ 、ム ス リム が 仏 教 徒 に な るケ

ー ス と 、 仏教 徒 が ム ス リム に な る ケ ー ス が ほ ぼ 拮 抗 して い る13。 こ う した 双 方 向 の 改 宗 は 、

宗 教 を変 え る こ とを罪 と して 断 罪 す る こ と の な い 仏 教 は と もか く と して 、棄 教 を 重 大 な 罪 と

す るイ ス ラー ム の側 か らみ る と、イ ス ラ ー ム を 捨 て る こ と よ りも 、む しろ夫 婦 の宗 教 を 同 じ

に す る とい うイ デ オ ロギ ー が よ り強 く働 い て い る と もい え るで あ ろ う。 家 族 、親 族 関係 の 考

察 に お い て 、宗 教 が 異 な る者 の婚 姻 が 、同 じ宗 教 の者 同 士 の婚 姻 に お け る親 族 間 関係 とは 異

質 の 、 差 異 化 の原 理 を持 ち 込 む こ とを 見 た 。 そ こで は 、家 族 の 宗 教 とは 異 な る宗 教 を も つ側

の 親 族 との 間 に お い て 、宗 教 の違 い が 、流 動 的 で あ っ た メ ンバ ー の 帰 属 を制 限 す る よ うに 作

用 す る。 本 節 では 、婚 姻 の 事 例 か ら、共 系 的 な 親 族 の あ り方 とは 異 な る原 理 を持 ち込 む こ と

に な るム ス リム と仏 教 徒 の 通 婚 の 実 態 、 及 び 親 族 関係 と宗教 の 選 択 に つ い て考 察 した い。

こ こ で は 、 主 に1988年 の デ ー タ に よ って 分 析 し、補 足 的 に そ の 後 の 調 査 デ ー タ を用 い た

い。M村 にお い て 、1988年 の時 点 で ム ス リム ーム ス リム 婚 は61、 仏 教 徒 一 仏教 徒 婚 は65、

ム ス リム ー仏 教 徒 婚 は33で あ っ た。 これ は 、 そ の 時 点 で ど ち らか 片方 も しくは 両 方 が 生 存

す る、 婚 姻 経 験 の あ る全 て の 人 の 現 在 も しくは 最 後 の結 婚 に つ い て の 数 で あ る(表6)。

(1)婚 姻 規 制

婚 姻 に 際 して の 結 婚 で き な い 範 囲 と して 、 宗 教 に言 及 す る人 は 少 な く 、 む しろ イ トコ

(luukphiiluuknっong)や 親 戚(yaat)、 及 び 同 姓(namsakundiau)の 者 を あ げ る 人 が

多 い 。 宗 教 に 関 して は 、数 少 な い言 及 した例 で も、 異 な る 宗 教 の 人 は 「改 宗 して同 じ宗 教 に

な るな ら ば よ い 」 、 「二 人 の 間 で よ い方 に 決 め る」 とい っ た 容 認 の 態 度 を とる者 も い る。 異

13M村 の ムス リム は
、東 海岸 を 中心 と した マ レー 語 を話す ムス リム と異 な りタイ 語 を 話す ムス リムで あ る

ことは 既 に述 べ た が 、村 の ム ス リム の 婚姻 関 係 に して も、マ レー を母 語 とす るム ス リム との 婚 姻は 非 常 に少

な く、他 県 出 身 者 と の通 婚 に して も、む しろ同 じタイ 語 を 話す 仏 教 徒 との 通 婚 の方 が は る か に多 い。(M村

のム ス リム の マ レー 語 を母 語 とす る ムス リム との婚 姻 は、わ か って い る限 りで2例 あ るの み であ る。一 人 は

パ タニ 出 身 、 も う一 人 は サ トゥー ン 県 内の マ レー 語 を 話す 村 出 身 の男 性。)こ う した傾 向 は 、村の 若 者 が県

外 へ 出稼 ぎ に 出 て、広 範 に移 動 す る よ うに な っ て も変 わ らな い。 いや 、む しろ ます ます 仏 教 徒 との 通 婚 が増

え る傾 向が あ る。 も ち ろん 、マ レー 語 を話 す ム ス リム が 東海 岸 に集 住 して い る こ と を考 え る と、接 触 の機 会

が少 ない こ とが その 大 き な原 因 で あ ろ うが 、M村 のム ス リム の間 に 、マ レー謳 を話 す ム ス リム の よ うに マ レ

ー語 をイ ス ラー ム と結 びつ けて ア イデ ンテ ィテ ィの拠 り所 とす る こ とが ない こ と、それ ゆ えあ えて マ レー語

を話す ムス リム と の婚 姻 関係 を望 ま しい もの とみ なす こ とが な い こ と も指 摘 して お く必 要 が あ ろ う。タイ 国

内 の 南 タイ に 住 む ム ス リム といっ て も 、そ の性 格 は 全 く異 な って い るの で あ る。

50



表6宗 教別組み合わせ婚姻数*

婚姻形態 婚姻数
ム ス リムーム ス リム 婚

仏教 徒 一仏教 徒 婚

ム ス リムー仏教 徒 婚

61

65

33
■

*1988年 の 調 査 に よ る

表7 ムス リムー仏 教徒婚 におけ る改宗者 別婚姻 数*
1

仏 教徒→ ム ス リム ム ス リム→ 仏教 徒 計
夫
妻

5

11

7

12

iz

23

計 16 19 35
■

*1988年 の 調 査 に よ る

表6の ムス リムー仏教 徒婚 数 と表7の 合 計にず れ が見 られ るの は、 は じめに妻

が仏 教徒 にな り後 に夫婦 で ムス リムに なった ケー ス と、は じめに夫 がム ス リム

に な り後 に夫婦 で 仏 教徒 に な った ケー スを表7で は1組 の 夫婦 に つ き2回 カ

ウン トしたた めで あ る。

な る宗 教 は だ め だ と した の は 、ム ス リムで は モ ス クの イ マ ム な どわず か4人 、仏 教 徒 で は 中

国 系 タイ 人 の炭 焼 き 場 の 持 ち 主S1人 で あ った 。 イ トコ婚 と親 族 婚 は 、 で き な い と禁 ず る者

と好 ま しくな い とす る者 とい た が 、同 姓 に っ い て は 好 ま しく な い とい うよ り も よ り強 い 禁 止

の 表 現 をす る者 が 多 か っ た。 これ は 、 ム ス リム も仏 教 徒 も全 く同 じ傾 向 を 示 して い るi4。

で は 実 際 に 、 イ トコ婚 が あ るか ど うか を調 べ る と、 仏 教 徒 一仏 教 徒 婚 で は 第3イ トコま で

皆 無 で あ った 。 ム ス リムー仏 教 徒 婚 も また 皆 無 で あ っ た。 ム ス リムーム ス リム 婚 で は 、第1イ

トコ婚 、第2イ トコ婚 は 皆 無 で あ った が 、3代 さか の ぼ る と キ ョ ウダイ の 関係 に あ るケ ー ス

が1例 、夫 婦 それ ぞれ3代 と4代 さか のぼ る とキ ョ ウダ イ の 関係 に あ る者 が3例 、4代 さか

の ぼ る と キ ョ ウダ イ の 関 係 に あ る者 が3例 あ っ た。 ム ス リムームス リム 婚 は 村 内 婚 が3割 近

くを 占め る た め 、一 部 で は 系 図 を辿 る と こ う した つ な が りが 見 い だせ る こ とに な る。 しか し、

通 常 村 で は この よ うな遠 い親 戚 の 関係 は イ トコ とは 考 え られ てお らず 、こ う した 関係 も筆 者

が村 の 古 老 に き い た 系 図 を辿 っ て 捜 し出 した もの で 、当人 達 も この 関 係 を明 確 に は認 識 して

い な い 場 合 が 多 い 。 イ トコ婚 に関 して は、 筆 者 に と って 印 象 的 な場 面 が あ る。 いつ も暇 そ う

に家 の 前 に座 っ て い るの に 、 「今 、暇?」 と き く とい つ も 「忙 しい 」 と答 えて なか なか イ ン

タ ビ ュー に応 じて くれ な い仏 教徒 の 夫 婦 が あ っ た。 そ れ を見 た あ る村 人 は 、私 に 「あ の 二 人

は イ トコ同 士 の 結 婚 な ん だ。 だ か ら恥 ず か しい か らイ ン タ ビュー に応 じた くな い ん だ 」 と さ

さや い た 。 あ と で わ か っ た こ とに よ る と、そ の 夫婦 は 結 局 何 の 親 戚 関係 も見 い 出 せ なか っ た

艮 同姓 とい うこ とは 、婚 姻 にあ た って 女性 が男性 の 姓 を と る場 合 が ほ とん どな ので 、 父 方 の平 行 イ トコ に

あた る。
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が 、 イ ン タ ビ ュー に応 じな い こ とを 、 「イ トコ婚 が 恥 ず か しい こ とだ 」 と い っ た 理 由 で 説 明

され た こ とは 、私 に イ トコ婚 が 強 い 禁 忌 の感 情 を伴 っ た 現 象 で あ る こ と を認 識 させ て くれ た

15
。 な お 、 同 姓 の者 の婚 姻 の 事例 は 全 く見 い だ せ な か っ た16。

こ う した ヤ ー ト、 ピー ノー ン との婚 姻 の 禁 忌 は 、実 質的 に は親 族 の 範 囲 を婚 姻 に よっ て ま

す ま す 拡 散 す る こ とに な る と同 時 に 、人 々 が ヤ ー ト、 ピー ノー ンの 範 囲 を どの く らい に考 え

て い る のか を示 す 。 そ れ は少 な く と も、通 常 血 縁 関係 が 明確 に 把握 され て い る第2イ トコ く

らい で あ ろ う と思 わ れ る。 しか し、 も し第3イ トコ で も血縁 関係 が 把 握 され て い る とき は 避

け られ る。 つ ま り、ヤ ー ト、 ピー ノー ン との婚 姻 規 制 は 、 そ の 境 界 が 明 確 で な い親 族 の 限 界

を、 あ る程 度 示 す もの と考 え られ る。 そ して 、 ム ス リム と仏 教 徒 の 婚 姻 は 、 む しろ ヤ ー トと

の 婚 姻 が恥 ず か しい こ と と され て い る の に 比 べ 、奨 励 は され な い が 現 実 にお こ っ て しま うと

仕 方 が な い と許 容 で き る こ とで あ る。

(2)結 婚 形 態 、 初 婚 の 割 合

婚 姻 の形 態 は 、ム ス リム ーム ス リム婚 は1988年 の 時 点 で はす べ て 一 夫 一 婦 婚 で あ っ た が 、

1994年 に は1組 複 婚 の事 例 が 誕生 して い た 。 仏 教 徒 一仏 教 徒 婚 は1988年 に は複 婚 が1組 あ

っ て 、M村 に は2番 目の 妻 と子 供 だ けが 居 住 し、夫 は村 外 か ら通 っ て き て い たが 、1994年 に

は そ の 夫 が:事故 で 死 亡 した た め 、複 婚 は解 消 して い た 。 ム ス リムー仏 教 徒 婚 は1994年 まで は 、

す べ て 一 夫 一 婦 婚 で あ ρ た が 、1995年 に 夫 が 死 亡 した 同村 内 の 元仏 教 徒 か ら ム ス リム に な っ

て い た 女 性 と、 村 内で ム ス リム ーム ス リ ム婚 を行 っ て い た 男 性 が 、 宗 教 上 の婚 姻 届 け(ニ ッ

カ)を 行 い 、 二 人 の 妻 を もつ 複 婚 とな っ てい た17。

ム ス リムー仏 教 徒 婚 は 、表7に み る よ うに、 ムス リムか ら仏 教 徒 に な るケ ー スは19、 仏 教

徒 か ら ム ス リム に な るケ ー ス16と 、 大 きな 差 は見 られ な い が 、改 宗者 の 男 女 比 は、 それ ぞ

れ 女 性 が 男 性 の約2倍 とな っ て い る。 女 性 が 男性 の 宗 教 に 従 うケ ー ス が 多 い とい え よ う。

15こ れ だ け村 内 婚 が あ るに も関わ らずM村 で イ トコ婚 が 少 な い こ とは 、例 えばマ レー シ ア のイ トコ婚 が 好

まれ るマ ラ ッカ の前 田の ケー ス は別 と して も、特 にイ トコ婚 が好 ま れ る わ けで は な く、親 族 同士 の頻 繁 な つ

き 合 い のた め に起 こ る と考 え られ て い る クラ ン タ ンの ケー ス(坪 内)で 男子16.696、 女 子13.9%、 ケ ダー

の ケー ス(口 羽)で も約2096の イ トコ婚(第1イ トコ、第2イ トコ及 び第1イ トコの子 供 を含 む)が み ら

れ る こ とか らみ る と、先 のい とこ婚 を禁 ず る婚 姻 規 制が 働 い て い る もの とみ な す こ とが で き よ う[水 野1981,

口羽 ・坪 内 ・前 田1976]。

竃6あ る ム ス リムは 、 訪れ た あ る村 には 自分 と同 じ姓 の 者 が 多 か った と言 う。 「親 戚(ヤ ー ト、 ピー ノー ン)

ば か りだ。で もそ こ で はみ ん な仏 教 徒 だ った け ど」 と語 った。 この こ とは 、同姓 が 親 戚 と考 え られ て い る こ

とを示 す 。

17こ の 男 女 は女 性 の 夫 が死 亡す る以 前 か ら姦 通 の噂 があ り、夫 が 死 亡 した後 に も関係 を続 けて いた とい う。

しか し、男性 の母 親 が 危篤 にな っ た と きに 、イ ス ラー ム で も重 大 な罪 で ある姦 通 を行 って い る と母親 の 遺 体

に触れ な い とい うこ とで 、 宗 教上 の 婚姻 を行 っ たの だ と、 あ る村 人 は私 に 囁 いた 。
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初 婚 同 士 の 組 み 合 わ せ の 割 合 は 、 ム ス リム ーム ス リム 婚 で78.7%、 仏 教 徒 一仏 教 徒 婚 で

76.9%で あ る の に 対 し、 ム ス リム ー仏 教徒 婚 は60.6%で あ る(表8-1、8-2、8-3)。 こ

の こ とか ら、 ム ス リム ー仏 教 徒 婚 者 に は 再婚 者 が や や 多 い 傾 向 が あ る こ とが わ か る18。

表8-1 ム ス リムーム ス リム婚の結 婚回 数別 に見 た夫婦 の組み 合わせ*

夫 妻 1 2 3 計
1

2

3

48

3

6

3

1

54

6

1

計 51 9 1 61
」

表8-2 仏教 徒一仏 教徒 婚 の結婚 回数別 に見 た夫婦 の組 み合 わせ*

夫 妻 1 z 45不 明
r

計
1 50 7 57

2 9 1 1 6

3 0

4 0

5 1 1

不明 1 1

計 54 81 oii 65

表8-3ム ス リムー仏 教徒 婚 の結 婚 回数別 に見 た夫婦 の組 み合わせ*

夫 妻 1 2345-14不 明 計
1

2

3

4

5

6

一

10

zo

4

1

1

1

211

11

21

8

2

1

0

v

i

計 26 3LOOO11 33

*1988年 の 調 査 に よ る

18ム ス リム の男 性 の初 婚 年 齢 は87 .0%が18歳 か ら25歳 ま で の間 で あ る。(初 婚 年 齢 は生 存 してい る人 の

み の デー タで あ る。)仏 教徒 の男 性 は 同 じ範 囲で75.Q%で あ る が 、30歳 ま で に は94.2%と な る(表9)。

一 方 、ム ス リム の 女性 は15歳 か ら21歳 ま での 間 に91.2%が 最 初 の結 婚 を してい る。仏 教 徒 の 女性 は 同 じ範

囲だ と67,2%に す ぎず 、最 も集 中 して い る範 囲は やや 後 ろに ずれ 、18歳 か ら24歳 ま での 間 に81.7%が 初婚

を行 っ て い る。 男 女 と も平 均初 婚 年齢 は、 ム ス リム よ りも仏 教 徒 の方 がや や 遅 く、ム ス リムの 男 性 で22.0

歳 、 女性 が18.4歳 、 仏 教徒 の 男性 は23.7歳 、 女性 が20.7歳 で あ る。 この こ とは 、そ れ ぞれ の 理想 的 結 婚

年 齢 を ム ス リム が 平均 して 男性21.0歳 、女 性18.7歳 、仏教 徒 の 男性22,5歳 、 女性20.2歳 とす るの とほ ぼ

一 致 して い る。
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(3)恋 愛 結 婚 か 、 見合 い結 婚 か

誰 が 結 婚 を決 め た か 、 つ ま り 「自分 達 で 好 き にな った(恋 愛 結 婚)」 か 「親 ・親 戚 、 も し

くは 知 人 の 紹 介 か(見 合 い結 婚)」 を尋 ね た。 恋 愛 結婚 は 、 ム ス リム ーム ス リム婚 で は 有効

解 答41ケ ー ス 中12ケ ー スで29.3%、 そ れ に 対 し仏 教 徒 一仏 教 徒婚 は 有 効 解 答42ケ ー ス 中

31ケ ー ス で73.8%と ム ス リム ーム ス リム 婚 の2倍 以 上 に の ぼ っ た 。

ム ス リム ー仏 教 徒 婚 の 恋愛 結 婚 率 は 予 想 され る とお りほ ぼ100%に 近 い 。33ケ ー ス 中1ケ

ー ス の み 他 県 か ら親 と共 に移 住 して き た 仏 教 徒 の娘 をM村 の ム ス リム の 男 性 が 好 き に な り
、

娘 の 親 に話 して 本 人 で は な く親 が 結 婚 を決 めた とい うケ ー ス が あ っ た 。 これ も男 性 の側 か ら

見れ ば 恋 愛 結 婚 で あ ろ う。 つ ま り、ム ス リム ー 仏 教 徒 婚 の ほ とん どは親 の 反 対 を押 し切 っ て

の 恋 愛 結 婚 で あ る とい え よ う。

そ の こ とは 、 駆 け落 ち 婚 が 、33ケ ー ス 中13ケ ー ス(39.4%)と 多 い こ とか ら も見 て とれ

る。 「駆 け落 ち」 とは村 で はniitaamkanpaiと い う。niiは 「逃 げ る」 、taamで 「つ い

て」 、kan「 共 に」 、pai「 行 く」 で 、 あ わ せ て 「手 に手 を と っ て逃 げ る」 く らい の 意 味 とな

る だ ろ う。 具 体 的 に は 、 どち らか が 片 方 の 家 に親 に 無断 で か け 込 ん で 住 む か 、二 人 で 別 の場

所 に逃 げ て 事 実 上 の 夫 婦 生活 を 開 始す る か 、 あ るケ ー ス で は 区 長(カ ム ナ ン)の 家 に か け込

ん で親 を 説 得 して も らっ た とい うの もあ っ た 。 こ う した 「駆 け 落 ち 」 の方 法 を とっ た の は 、

ム ス リム ー ム ス リム婚 で は4ケ ー ス(6.6%)、 仏 教 徒 一仏 教 徒 婚 で3ケ ー ス(4.6%)に す

ぎ な い の で 、 これ は ム ス リム ー仏 教 徒 婚 に お い て 宗 教 的 カ テ ゴ リー の 壁 を の り越 え る手 段 と

して 考 え る こ とが で き る で あ ろ う。 こ う した こ とは 、 日常 生 活 に お い て は 、ム ス リム も仏 教

徒 も宗 教 に 関 わ りな く社 会 関係 を保 っ て い る よ うに見 え るM村 に お い て も、通 婚 に あ た って

は そ れ が の り越 え な けれ ば な らな い 障 壁 に な って い る こ とを示 して い る。 しか し、一 方 で は

い っ た ん 駆 け落 ち して既 成 事 実 を つ くっ て しま った カ ップル の通 婚 が 、 「一 緒 に な って しま

っ た ん だ 。何 を非 難す る こ とが あ ろ う(非 難 して も しょ うが な い)」(daikan1ε εuwaaarai)

と許 容 され る こ とは 、そ の障 壁 が絶 対 に の り越 え られ な い もの で は な い こ と を も示 して い る

で あ ろ う。

ム ス リム ー仏 教 徒 婚 が 結 局 は容 認 され る とい うこ とは 、通 婚 に よっ て改 宗 した者 も、そ の

後 も実 家 と断 絶 す る こ とな く行 き 来 して い る こ とか らも うか が わ れ る。通 婚 に よ って 改 宗 し

た者 は 、実 家 の親 が 宗 教 的 祭 祀 を行 う時 に は 、物 も しくは 金 銭 の 援 助 を 行 うこ とに よ っ て改

宗 後 も親 との 関 係 を保 っ て い る。 こ う した 物 や 金 銭 の 流 れ は 、逆 に親 か ら子 へ い く こ と は な

い。 改 宗 した 子 供 か ら親 へ とい う一 方 向 の 援 助 で あ る。

(4)通 婚 圏

ム ス リム の通 婚 圏 と仏 教徒 の 通 婚 圏 を比 ぺ る と、仏 教 徒 の 方 が広 範 な 広 が りを も って 婚 姻

して い る こ とが うか が わ れ る(表10-1、10-2)。 仏 教 徒 の通 婚 圏 は 、南 タ イ の 他 県 の み な ら
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ず 中 部 タイ 、 北 タイ に ま で 及 び 、M村 出 身 者 と他 県 出 身 者 が 結 婚 した ケ ー ス は33ケ ー ス

(50.8%)で あ る。 ム ス リム のM村 出 身 者 と他 県 出 身 者 の結 婚 は13ケ ー ス(21,3%)に 留

ま り、 しか もサ トゥー ン県 のす ぐ北 側 に 隣 接 す る トラ ン県 を 除 く と2ケ ー ス しか ない 。M

村 出 身 者 の割 り合 い をみ る と 、 ム ス リム の男 性 で60.7%、 女 性 で55,7%、 そ れ に 対 し仏 教

徒 の 男 性 はや や 低 く49.2%、 女 性 は さ らに低 く38.5%で あ る。 つ ま り、 仏 教 徒 の 女 性 は 、

村 外 か らの婚 入者 が 多 い の で あ る。

これ を 、村 内婚 、村 外 婚 の 割 り合 い で み る と 、 さ らに 大 き な 違 い が 見 られ る。 ム ス リム の

村 内婚 は61ケ ー ス 中18ケ ー スで 、 村 内婚 率 は29.5%で あ る の に対 し、 仏 教 徒 は65ケ ー ス

中5ケ ー ス の み で 、村 内 婚 率 は7.7%に す ぎ な い。 これ を 区の レベ ル に広 げ て み る と こ の 差

表9 初婚 年齢*
印

ム ス リ ム 仏教徒

年齢 男 女 男 女

14 2 1

15 5 1

16 1 6 5

17 1 z 5

18 5 8 4 6

19 7 z s 8

20 7 13 7 ii

21 is 6 z 5

22 z 1 3 3

23 7 2 8 2

24 4 6 4

25 5 4 1

26 z

27 z 2 i

ze 2 3

29 z 玉

30 1 z z

31 1

32 1

33 1

34

35

36 1

37

38

39

40 1 1

不 明 1 2 1

計 54 58 54 61

*1988年 の 調 査 に よ る

55



は さ らに大 き くな る。 同 じ区内 の者 同士 の 結 婚 は 、 ムス リム は45。9%、 仏 教 徒 は18.5%で

あ る。 これ は 、M村 出身 の仏 教 徒 の 移動 性 の 大 き さだ けで は な く、む しろ他 県 出 身 の 仏 教 徒

の 移 動 性 の 大 き さ示 す も の と考 え られ る。 例 え ば 、北 タイ や 東 北 タ イ 、 中 部 タ イ 出 身 者 の ほ

とん どは 自 らが 南 タイ に出 稼 ぎ に き て(し か も女 性 が ほ とん どで あ る)そ こでM村 の 者 と出

会 い 結 婚 した とい うパ ター ン で あ る。

ム ス リム ー 仏 教 徒 婚 の 通 婚 圏 は 、村 内 婚 につ い て は む しろム ス リム のパ タ ー ンに類 似 して

い る(表10-3)。 村 内 婚 は33ケ ー ス 中10ケ ー ス で 、30.3%で あ る。M村 出 身者 の 割 り合 い

も男 性 で60.6%、 女 性 で54.5%と ム ス リムーム ス リム 婚 に 近 い 。 しか し、村 外 婚 に つ い て は

表 正0-1 ム ス リム ーム ス リム婚 の通婚 圏*
1

夫 妻 M村 区内 郡内 県内 トラ ン 南 タイ そ の他 計

M村 至8 7 3 4 5 37

区内 1 2 3

郡内 3 3

県内 4 3 7

トラ ン 6 t t 8

南 タイ 2 1 3

その他 0

計 34 9 3 8 5 z 0 61

表10-2 仏 教徒 一仏 教徒婚 の通 婚圏*

夫 妻 M村 区内 郡内 県内 トラ ン 南 タイ その他 計

M村 5 3 5 ii z 6 32

区内 3 1 i 5

郡内 1 1 z 4

県内 2 2

トラ ン 6 1 z

南 タイ 5 1 z z 10

その他 3 1 i 5

計 25 6 8 13 4 9 65

表10-3ム ス リムー仏 教徒婚 の 通婚圏*

夫 妻 M村 区内 郡内 県内 トラ ン 南 タイ そ の他 計

M村

区 内

郡 内

県内

トラ ン

南 タイ

その他

10

z

1

2

3

2

11

1

1 2

1

1

3 2 24

5

2

3

3

0

0

計 18 41 1 4 3 z 33

*1988年 の 調 査 に よ る
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ム ス リム ーム ス リム 婚 よ り も広 が りが あ る。 これ は 、 村 の ム ス リム と通 婚 して他 県 か ら婚 入

して き た 仏教 徒 が 多 い こ と を示 して い る。仏 教 徒 が 改 宗 して ム ス リム に な る形 の 通 婚 で は 、

女 性 が改 宗 す る場 合 、 村 内 婚 は11ケ ー ス 中1ケ ー ス にす ぎず 、 そ れ 以 外 は す べ て 改 宗 した

女 性 は他 村 出身 で あ っ た 。男 性 が改 宗 した ケ ー ス で は 、5ケ ー ス 中2ケ ー ス の 男 性 がM村 出

身 で あ るが 、 これ は男 女 と もM村 出 身 の 村 内 婚 で あ る。 ム ス リム が 改 宗 した ケー ス で は 、改

宗 した 側 が 男 性 で あ る7ケ ー ス 中5ケ ー ス ま でM村 出 身者 で 、村 内 婚 も3ケ ー ス あ っ た。 女

性 の 改 宗 者 は12人 中9人 がM村 出 身 で 、村 内 婚 は こ の うち4ケ ー ス で あ っ た。 つ ま り、 ム

ス リムが 改 宗 す る 場 合 の 通 婚 は 、M村 出 身者 で あ る場 合 が 多 い一 方 で 、仏 教 徒 が 改 宗 す る場

合 は 、他 村 出 身 者 が 多 い 。M村 出身 者 のみ を とっ て み る と、仏 教徒 よ りもム ス リム に 自 ら改

宗 して異 な る 宗 教 の者 と通 婚 して い る者 が 多 い。

(5)親 ま た は祖 父 母 に ム ス リムー仏 教徒 婚者 が あ るケ ー ス

ム ス リムー仏 教 徒 婚 をす る者 の 背 景 と して 、 異 な る宗 教 の者 を親 族 に もつ 場 合 に 、 こ う し

た 通 婚 に 心理 的 抵 抗 が 少 な い と い う こ とが 考 え られ る。 親 も し く は祖 父 母 に ム ス リム ー仏 教

徒 婚 者 が あ る割 合 を婚 姻 形 態 別 に見 て み る と 、ムス リムー仏 教 徒 婚 で33ケ ー ス 中15(45,5%)、

仏 教 徒 一仏 教 徒 婚 で65ケ ー ス 中32(49.2%)、 ム ス リムーム ス リム婚 で61ケ ー ス 中9(14.8%)

で あ っ た。 ム ス リムー仏 教 徒 婚及 び 仏 教 徒 一仏 教 徒 婚 者 に ム ス リム ー仏 教 徒 婚 を した祖 先 を も

つ 者 が 多 いの は 、M村 に お い て 初 期 に 単 身 で 村 へ や っ て き た仏 教 徒 が ム ス リム の 女性 と通 婚

し、 そ の 女性 が 仏 教 徒 と な る形 の婚 姻 が まず 起 こっ て い る こ とか ら、現 在 のM村 の 仏 教 徒 に

は 、 そ の 時 の 通 婚 者 の子 孫 が 多 く含 まれ れ て い るた め で あ る と考 え られ る。 しか し、 ム ス リ

ムー仏 教 徒 婚 者 に お け るM村 出身 者 を 見 る と 、 ム ス リム の 方 が 仏 教 徒 よ りも多 い こ とは(ム

ス リム26人 に対 して 、 仏 教 徒13人)、 改 宗 に対 して は 、直 接 の親 や 祖 父 母 の影 響 の み で な

く、 村 全 体 にお い て ム ス リム ー仏 教 徒 婚 を許 容 す る背 景 が あ る こ とが 考 え られ る。

(6)村 にお け る ム ス リム ー仏教 徒 婚 の 変遷

村 にお い て は じめ て の ム ス リムー仏 教徒 婚 が 起 こ った の は 、1910年 代 だ と思 わ れ る 。M村

の 伯 母 の家 に い た ム ス リ ムの 女 性 が 、薪 割 りの仕:事を して い た 華 人 男 性 と一 緒 に な り、仏 教

徒 に な っ た19。 そ の子 供 は5男5女 の10人 キ ョ ウダイ で 、男 は 全 員M村 に 住 み 、 女性 は4人

が 村 外 に婚 出 し、1人 はM村 に住 ん で子 孫 を残 して い る。 現 在 で も男 性4人 と女 性1人 の 子

孫 達 は、親 族 近 隣 居 住 を しなが ら、 あ る者 は ム ス リム ー仏 教 徒 婚 を行 っ てM村 に 住 ん で い る。

19借 金 奴隷 で あ っ た ムス リム の女 性 を
、仏 教徒 の 男性 が借 金 を支払 うこ とで 手 に入 れ た と もい う。 しか し、

タイ にお いて は1874年 に ラー マ5世 が 「奴 隷 制」廃 止 に 着手 し、1905年 に全 廃 に成 功 した と され て い る 〔石

井1993:241]。M村 は 辺境 ゆ えに 、そ の 実施 に タ イム ・ラ グ が見 られ るの か 、そ れ とも借 金 奴隷 で あ っ た

とい うこ とが事 実に 反す るの かは 定 かで は ない 。
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2番 目の 通 婚 は1920年 代 だ と思 わ れ る が 、や は りム ス リム の 女 性 が 男 性 に従 っ て 仏 教 徒 に

な っ て い る。 そ の 女 性 は 、 は じめ に ム ス リム 男 性 と結 婚 し子 供 を1人 も うけた 後 、仏 教 徒 の

男 性 と一 緒 に な っ た 。 そ の女 性 とは じめ の 夫 は 、2番 目の 仏 教 徒 の 夫 の 経 営 の元 で薪 割 りの

仕 事 を して い た 。 そ の 仏 教 徒 の 夫 は 、仏 教徒 の 妻 との 間 に8人 の子 供 を も うけた 後 、 妻 と死

別 し、 自分 の 雇 用 人 で あ っ た ム ス リム 女 性 を奪 っ た の だ と 昔 を 知 る村 人 は 言 う。 そ の 女性 は

2番 目の 夫 との 間 に3人 の 子 供 を も うけ た が 、死 ぬ 前 に は じめ の 夫 との 間 に で き た 子 供 の も

とに身 を 寄せ 、ム ス リム に も どっ て死 ん だ。 は じめの 夫 と の子 供(1995年 現 在 で75歳)も 、

2番 目の 夫 の 間 に で きた 子 供 もみ な現 在 もM村 在 住 で あ る。前 者 の 子供 の 子 孫 達 はム ス リム 、

後 者 の 子 供 の 子 孫 達 は 仏 教 徒 で あ るが 、 そ の 子 孫 達 の 中 に は いず れ も ム ス リム ー仏 教 徒 婚 を

して い る者 が い る 。 この は じめ の2例 の ム ス リムー仏 教 徒 婚 者 達 は す で に 死 亡 して い る が 、

図2の1930年 代 以 降 の 通 婚 の 事 例 は、 夫 婦 共 、 も し くは どち らか 一 方 は生 存 して い るケ ー

ス で あ る 。

図2年 代別婚姻数

図3ム ス リムー仏教徒婚率の変遷
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表11-1に 見 るよ うに 、1940年 代 まで は いず れ もム ス リム 女 性 が 仏 教 徒 男 性 に 従 っ て 仏 教

徒 に な る形 態 の 通 婚 で あ る。 は じめ て 仏 教 徒 が ム ス リム に な る 形 態 の 通 婚 が 出 て く る の は

1950年 代 に な っ て か らで あ る。 そ れ 以 後 は 、 年 代 を 追 うほ どム ス リム ー仏教 徒 婚 も増 えて い

るが 、人 口増 に よ り全 体 の 婚 姻 数 自体 も増 え て い る の で 、 これ に よ り1960年 代 か ら1980年

代 に か け て は 、必 ず し も ム ス リムー仏 教 徒 婚 が 増 え る傾 向 が あ る と は言 え な い で あ ろ う(図

3)zoO

l988年 か ら1991年 ま で に 、1988年 の 時 点 でM村 に 居住 して い た 家 族 成 員 にお い て新 た に

起 こ っ た 婚 姻 数 に よ っ て 、 ム ス リム ー仏 教徒 婚 の 割 合 をみ て み る21。 ム ス リム ー ム ス リム 婚

5組 、仏 教徒 一 仏 教 徒 婚5組 、ム ス リム ー仏 教 徒4組 で 、ム ス リム ー仏 教 徒 婚 の 割 合 は28.6%

で あ っ た22。次 の3年 間 の1991年 か ら1994年 ま で の 婚姻 数 を1991年 時 のM村 居 住 者 につ い

て同 様 の 手 続 き で数 え る と 、 ム ス リムーム ス リム 婚7組 、仏 教 徒 一仏 教 徒 婚5組 、 ム ス リムー

仏 教 徒 婚8組 で 、ム ス リム ー仏 教徒 婚 の割 合 は40.0%に のぼ った 。 この 間 の ム ス リム ー仏 教 徒

婚 はす べ て 仏 教 徒 が ム ス リム に な る ケー ス(5組)、 も しくは ま だ 改 宗 は して い な い が ム ス

リム の家 庭 に 入 っ て 同 居 して い る(3組)ケ ー ス で あ る23。

こ う した傾 向 を 見 る と 、特 に1990年 代 以 降 は 、通 婚 に あ た っ て は 宗 教 的 カ テ ゴ リー の 障

壁 は ます ます 低 くな っ て い る よ うに 思 え る。 特 に 、1991年 以 降 の ム ス リム ー仏 教 徒 婚 は他 県

へ 働 き に 出 か け た 若 者 が そ こで 知 り合 っ た仏 教徒 と通 婚 す る と い うパ ター ン を とっ て い る。

こ う した形 態 の婚 姻 が 増 加 す る傾 向 は 、M村 の若 者 が1991年 の調 査 時 に 顕 著 に 見 られ た よ

うに 、ハ ジ ャイ な どの 大 都 市 に 出 稼 ぎに 出 か け る機 会 の増 大 と共 に ます ます 拍 車 が か か る こ

とが 予想 され る。

20ち な み に 、1950年 代 か ら1980年 代(1987年 まで)に か け て はム ス リムー仏教 徒 婚 が 現在 生 存 してい る人 々

の 全 婚 姻数 に 占め る割 合 は 、20%代 前 半で ある(表11-2)。 しか し、 これ らの 婚姻 数 は 、す で に死 亡 した

入 や 移 出 した 人 は含 まれ ず 、また 他村 にお い て婚 姻 してM村 に 移入 した人 も含 ん で い るの で 、正確 にM村 の

過 去 の 婚 姻数 を 反 映 した もの で はな い。 しか し、ム ス リムー仏 教 徒婚 の 推移 の あ る程度 の 目安 には な る もの

と思 わ れ る。

2i婚 姻 の 結 果村 外 に 居住 す る こ とにな った者 も含 め てい る
。 しか し、 この 間 に村 外 か ら新 た に移住 して き

た者 の 婚姻 者 数 は含 まれ て い ない 。

22ム ス リム ー仏教 徒 婚 の 内 訳は 、 ム ス リム が仏 教 徒 に な った ケー スが2組 、 仏 教徒 が ム ス リム に な った ケ ー

ス が2組 で 、ム ス リム が 仏教 徒 に な った ケ ー スは 両方 ともM村 同 士の 結婚 で あ っ た。仏 教 徒 が ム ス リム に な

っ たケ ー スは 、ム ス リム はM村 出 身者 で 、改宗 した仏 教 徒 は 南 タイ のバ ッ タル ン県 及 び 同 じ郡 内 にあ る町 ト

ゥン ワー(M村 か ら約16キ ロの と ころに あ る一 番 近 い町)の 出身 者 で 、 両方 とも女 性 で あ った 。

23ム ス リム はす べてM村 出身 者
、仏 教 徒 はす べ て他 県 出身者 で 、南 タ イの バ ッタル ン県2人 、 ナ コ ンシ ー

タマ ラー ト県2人 、 ソン ク ラー 県1人 、 トラ ン県1人 、中部 タイ のバ ン ユク1入 、チ ャ ン タブ リー県1人 と

な って い る。 性 別 で は 男4入 、 女4人 で あ る。
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表11-1タ イ プ別 ム ス リムー仏 教 徒 婚 の 変 遷 串

A B C D 計
1930年 代 1 1

40年 代 2 2

50年 代1 2 1 1 5

60年 代1 4 1 6

70年 代 3 3 2 8

80年 代(1987年 ま で)2 2 3 4 11

A 夫 ・仏教 徒 がム ス リムにな った ケース
B 妻 ・仏教 徒 がム ス リムにな った ケース
C 夫 ・ムス リムが仏 教徒 にな った ケー ス
D 妻 ・ム ス リムが仏 教徒 にな った ケー ス

表11-2年 代別 婚姻 数*

ム ス リム ーム ス リム 仏教 徒一仏 教徒 ム ス リムー仏教 徒

1
計

1920年 代 3 t 4

30年 代 4 1 1 (16.7%) 6

40年 代 5 7 2 (14.396) 14

50年 代 9 9 5 (zi.z%) 23

60年 代 12 9 6 (zz.2%) 27

70年 代 15 17 8 (20.o%) 40

80年 代(1987年 ま で) 13 21 11 (2生4%) 45

計 61 65 33 159

*1988年 の 調 査 に よ る

表12-1ム ス リムームス リム婚 の婚姻 後の居 住*

村内婚 村外婚 計

夫 方居 住

妻 方居 住

Neolocal

91827(44.3%}

41721(34.4%)

5813('11.3%)

計 184361

表12-2 仏 教徒 一仏 教徒婚 の婚 姻後 の居 住*

村内婚 村外婚 計

夫 方居 住

妻 方居 住

Neolocal

127

220

213

28(43.1%)
22(33.8%)

15(23.1%)

計 560 65

表12-3ム ス リムー仏 教徒 婚の婚 姻後 の居住*

村内婚 村外婚 計

夫 方居 住

妻 方居 住

Neolocal

5

4

1

is

10

3

15(45.5%)
14(42.4%)

4(12.196)

計 10 23 33
■

*1988年 の調 査 に よ る
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(7)婚 姻 後 の 居 住

婚 姻 後 の居 住 が 夫 方 で あ る か妻 方 で あ る か に っ い て は 、ム ス リム 同士 と仏 教 徒 同 士 の 婚 姻

につ い て 、 そ れ ぞ れ の 婚 姻 時 の居 住 でみ て み る と、 ム ス リム で61組 中27組(44.3%)が 夫

方 居 住 、21組(34.4%)が 妻 方 居 住 、新 居 婚 は13組(21.3%)で あ っ た。 仏 教 徒 は65組 中

28組(43.1%)が 夫 方居 住 、22組(33。8%)が 妻 方 居 住 、15組(23.1%)が 新 居 婚 で あ っ

た。 こ こ か ら、ム ス リム も仏 教 徒 も婚姻 に お い て も大 差 は な く、わ ず か に夫 方 居 住 の傾 向 が

み られ 、概 して 共 系的 な親 族 関係 に も とつ く居 住 傾 向 を もつ とい え よ う(表12-1、12-2)。

ム ス リム ー仏 教 徒 婚 で も、 夫 方 居 住 が33組 中15組(45.5%)、 妻 方 居 住 が14組(42.4%)、

新 居 婚 が4組(12,1%)と 、 どち らか に偏 らず 双 方 的 な親 族 関 係 に よ る居 住 傾 向 が 見 い 出 せ

る(表12-3)。 しか し、 ム ス リム ー仏教 徒 婚 の場 合 に は 、 父 系 か 母系 か と い う親 族 関係 の 原

理 よ り も、宗 教 が居 住 を決 め る重 要 な要 素 と な る。33ケ ー ス 中 選 ん だ 宗 教 の 方 に居 住 す るの

は29ケ ー ス で あ る。 残 り4ケ ー ス はす ぺ て ム ス リム の 妻 が 夫 に従 って 仏 教 に改 宗 した 場 合

で あ るが 、 これ らの ケ ー ス は い ず れ も夫 がM村 に働 き に き て そ こで 結 ば れ 、妻 は 改宗 後 もそ

の ま ま 夫 と と も に村 に 留 ま っ て い るた め 、 改 宗 した 側 に居 住 す る結 果 とな っ て い る24。

(8)親 族 関 係 と宗 教 の 選 択

ム ス リムー仏 教 徒 婚 に お け る宗 教 の 選択 は 、 あ る意 味 で は ど ち ら の親 族 の 側 に 立 つ の か を

明確 に 選 択 す る機 会 とな る。 こ う した夫 方 か 妻 方 の どち らか に 帰 属 を 明確 に す る選 択 は 、婚

姻 に よ って も実 家 にお け るメ ンバ ー シ ップ は 切 れ る こ と な く 、自由 な 出 入 りを許 容 す る家 族 、

親 族 の あ り方 に異 な る 差 異化 の 原理 を持 ち 込 む こ と にな る。 しか し村 にお い て は実 際 に は 、

宗 教 が 変 わ っ て も 日常 的 に は 実 家 と関係 を 断 絶 させ る こ とに は な らな い とい う形 で 、親 族 関

係 は 維 持 され て い る。 この と き、生 活共 同体 と して の 世 帯 内 で は 宗 教 を一 致 させ る こ とが 必

要 で あ る とみ な され て い るた め 、次 の事 例 の よ うに あ る場 合 に は 、親 族 関 係 の変 更 に よ り宗

教 を 変 え る と い うこ とも あ り得 る。

(a)チ ャ ・セ(40代 の女 性)の 場 合

1988年 にM村 に行 っ た とき に は 、チ ャ ・セ は 仏 教 徒 で あ っ た。 チ ャ ・セ は 元 々 ム ス リム で

夫 に 従 っ て 仏 教 徒 に な っ て い るが 、母 親 はM村 に健 在 で あ っ た。 現 在 の 夫 は2番 目の 夫 で あ

るが 、 は じめ の 夫 も仏 教 徒 で 、チ ャ ・セ は は じめ の 結 婚 の と き に仏 教 徒 に な っ た。 しか し、

1988年 当時 は 、船 乗 りで あ った そ の2番 目の 夫 が覚 醒剤 所 持 で捕 ま り、8年 の 刑 を受 け て入

獄 中 で 、す で に3年 が 経 過 して い た。 ち ょ うど私 が 村 に滞 在 中 に 、母親 の 具 合 が 悪 く な り、

24こ の4ケ ー ス にお い て 、改 宗 は 妻 が夫 に従 う形 で あ るが 居 住は 妻 方 と な ってい る こ とが、 改 宗の 方 向 で

みた 妻 が 夫 に従 う割 合 が多 い に も 関わ らず 、居 住 では 夫 方 と妻 方 が ほ ぼ等 し くな って い る とい う数 字 の ずれ

の説 明 とな る。
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ム ス リム に戻 る決 心 を した。 チ ャ ・セ は 「こん な に 待 っ た ん だ。 少 しは 私 に 同 情 して くれ て

もい い はず だ 」 と 、 まだ5年 の刑 の残 る 夫 へ の 言 い 訳 を して い た 。 と こ ろ が 、夫 が減 刑 とな

り、 チ ャ ・セ が ム ス リム に も どっ て1カ 月 も しな い うちに 村 に帰 っ て き た。 チ ャ ・セ は夫 に

ム ス リム に な っ て くれ るよ う頼 む こ とは しな い で 、再 び 自分 が 仏 教 徒 に戻 っ て しま っ た 。 こ

の チ ャ ・セ の例 は 、 共 に 暮 らす 人 に 従 っ て 宗 教 を選 択 した ケ ー ス とい うこ とが で き よ う。

(b)ケ オ(50代 の 男性)の 場 合

親 族 関係 の 変 更 に合 わせ て 宗 教 を 選 択 す る と い うこ とか ら、さ ら に は 関 係 の 断 絶 を示 す た

め に 宗 教 の 変 更 を行 う とい う、手 段 と して の改 宗 も お こ り うる。 ケ オ は トラ ン県 出 身 の 仏 教

徒 で あ るが 、M村 に 働 き に きて ム ス リム の妻 と結 婚 す るに あ た って ム ス リム に な っ た。 と こ

ろ が 、43歳 の とき に ケ オ の母 親 が 死 ん だ の で 、ケ オ は い っ た ん 仏 教 徒 に 戻 って 、 タイ 仏 教 徒

の慣 習 に従 って 母 親 の供 養 の た め に 出 家 して 僧 と な っ た。14目 間 の 出 家 が す む と還 俗 して 再

び ム ス リム に戻 っ た。1994年 に私 がM村 へ い く と、ケオ は 自分 は も う仏 教 徒 に も どっ た と い

う。 妻 との 仲 が 悪 く な り、同 じ家 に住 ん で は い る が食 事 は 隣 の 娘 の 家 で して い る。 喧 嘩 の 原

因 は 、 た ま に は モ ス クへ 行 っ た らど うだ と妻 に い わ れ た こ とだ とい う。 ケ オ に な ぜ 仏 教 徒 に

も どっ た の か を き く と、 ムス リム で い て も酒 は飲 む し、礼 拝 は しな い 、 ム ス リム で い る と罪

に な るか ら、 仏 教 徒 に も ど っ た とい う。 ケ オは 妻 との 関係 の 断絶 を 示 す た め に、 宗 教 を 変 え

る とい う手 段 を とっ て い る。

こ う した こ と は 、夫 と喧嘩 をす る度 に ム ス リム に も どる と宣 言 し、何 回 も 仏 教 とイ ス ラー

ム を往 復 して い る ト ・ナ ー プ の ケ ー ス と同 様 の 、親 族 関 係 に お け る蘭 係 の 差 異 化 を 明確 化 す

る た め に、 排 他 的 な原 理 を も っ 宗 教 的 帰 属 の 便 宜 的 利 用 で あ る とい え よ う。

しか し、 こ こで 、 一人 の人 間 が 同時 に ム ス リム で あ り仏 教 徒 で あ りえ な い とい うこ との み

な らず 、 夫 婦 さ ら に は同 居 集 団(家 族 を同 居 す る生 活 機 能 に お い て 見 た 場 合 の 家 族)が 同 じ

宗 教 で あ るべ き で あ る とい う宗 教 的 帰 属 が 排 他 的 原 理 を も った とき に 、共 属 を 許 容 す る親 族

の あ り方 とは い か な る 関係 を もつ の か とい うこ と を考 えて み た い。 これ に は 二 つ の 考 え方 が

あ る。 一 つ に は 、そ れ は 異 な る原 理 と して 、宗 教 の もつ 差 異 化 の原 理 と、 親 族 関係 の もつ 共

属 の 原 理 は 矛 盾 を は らみ つ つ 、現 実 に お い て 、人 々 は世 帯 は 分 け る が 、親 族 関係 は継 続 す る

と言 う形 で 柔 軟 に対 処 して い る との 見 方 で あ る。 も う一 方 は 、 父 系 と母 系 の 親 族 関係 は 、実

は 常 に 潜 在 的 対 立 を は らん で い る もの で あ って 、 宗 教 の 違 い は 、 それ を顕 在 的 な もの と して

浮 か び 上 が らせ る効 果 を もつ の で あ る、 と見 る見 方 で あ る。 つ ま り、宗 教 の 異 な る婚 姻 関 係

の 考 察 は 、共 属 を許 容 す る共 系 的 な親 族 関係 に お い て も、婚 姻 を介 して結 合 して い る 父 系 と

母 系 の 親 族 は 常 に 対 立 へ と向 か う潜 在 的 な緊 張 関係 が あ る とい う側 面 を 照 射 す る と見 る。そ

れ は む しろ 、共 存 す る 関係 に も 、そ の 対 極 にあ る対 立 関係 が 張 りつ い て い る と見 る視 点 で あ

る。 どち らの 視 点 も次 の よ うに現 実 を 考 え る こ とで 、取 り込 む こ とが こ とが で き るだ ろ う。
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っ ま り、 共 存 と対 立 は 現 実 に お い て は 、常 に表 裏 一 体 と して 存 在 し、 どの側 面 が どの 状 況 に

お い て 強 く出 て く る か とい う こ とに す ぎ な い の で あ る。 そ れ を二 つ の原 理 とみ る か 、 二つ を

ひ っ く るめ て 現 実 と見 る か の 違 い で あ る。

チ ユ ア サ ー イ

M村 で は 、社:会的 に 認 知 され た親 を媒 介 と した祖 先 か らの 系 譜 的 つ な が り とい う意 味 で の

祖 先 と子 孫 の 関 係 は 、チ ュ ア サー イ(chwasaai)と い う言葉 に よ っ て表 わ され る。 しか し、

それ は 単 系 出 自集 団 の よ うに 、 単 系的 に認 知 され た祖 先 か ら連 な る 系譜 に よ り、権 利 、義 務

を介 して 排 他 的 、閉 鎖 的 な集 団 を構 成 して い る わ け で は な い 。 父 方 、母 方 どち ら も辿 る こ と

が で き る とい う とい う意 味 で 、 単 系 出 自に 対 して 共 系(cognatic)出 自で あ る とい え る。

チ ュア サ ー イ は 、 「ず っ と伝 え られ て き た 家 系 、 一 族 、 血統 、 血 筋 」 な ど と訳 され るが 、

具 体 的 に 村 で は、あ る行 為 を行 うこ とを系 譜 に よ っ て伝 え られ る一 群 の 人 々 と説 明 され うる。

「ボ ー 」 とか 「プ ア ッ ク」 とい う 「集 団 」 「仲 間 」 とで も訳 す こ と ので き る 言葉 で 言 い 換 え

られ る こ と も あ る。 この チ ュア サ ー イ と して の宗 教 は 、む しろ 病 気 治 癒 を願 っ て行 う特 定 の

願 か け の 方 法 と して 一 人 の 人 間 に 父 方 か らも 母 方 か らも伝 え られ る もの で あ る。 これ は 、親

族 関 係 に お け る差 異 化 す る原 理 と して の 宗 教 とは 異 な る、現 実 対 処 の 手 段 と して活 用 で き る

資源 の よ うな もの で あ る とい え よ う。

例 え ば 、村 で み られ る ムス リムの 出家 慣 行 も そ う した願 か け の 一 つ で あ る。 これ は 、子 供

が2-3歳 く らい まで に 度 々 熱 をだ した り、病 気 が ち だ っ た りす る と、 親 や 祖 父 母 な どが 子

供 が 元気 に な る よ うに 、 治 れ ば 出家 させ る と願 を か け る。 そ して10歳 前 後 の時 に仏 教 徒 と

して 出 家 させ るの で あ る。 出家 期 間 は3目 間(も しく は3ガ イ とい い 、1ガ イ を 半 日 と数 え

て1目 半 だ とい う)で 、頭 を そ り仏 教 徒 の 子 供 と全 く 同 じよ うに 寺 で 出家 し、そ れ が 終 わ る

と再 び ム ス リム に も ど る。M村 で は メー チー(尼 。 上座 仏 教 で は 女 性 は 受 戒 で き て も得 度 し

て サ ンガ の 一 員 に は な れ な い。)と して 出家 した 人 が13人 、 ネ ー ン(20歳 未 満 の 見 習 い の

僧)と して 出 家 した 人 が2人 の計15人 の ム ス リム の 出家 経 験 者 が あ っ た 。 この とき 、 出家

は チ ュア サ ー イ が あ る人 がす る とい う。 出家 をす る チ ュア サ ー イ も しくは ボ ー で あ る とい う

の は 、母 親 が 出家 を して い る と娘 も出 家 を しな けれ ば な らな い とい うこ とで 、そ れ は 病 気 に

な っ た と きに は じめて も ち だ され 、病 気 治 癒 の 方 法 と して伝 え られ る の で あ る。 そ の とき の

系譜 は 宗 教 の 違 い に関 わ らず 、エ ゴ を中 心 と した 血 縁 関係 か ら辿 られ る系 譜 で あ り、一 人 の

人間 の 中 に親 を通 じて 父 方 、 母方 の 両方 か ら伝 え られ うる の で あ る。 こ こで は宗 教 も 、一 人

の 人 間 が チ ュ ア サ ー イ ・ケー ク(ム ス リム の 血統)で も 、チ ュア サ ー イ ・タイ(仏 教 徒 の 血

統)で も あ り うる とい う意 味 で 、親 族 関 係 に お け る排 他 的 な宗 教 帰 属 とは 異 な る共 存 す る原

理 を もつ と考 え られ る。
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A.独 身 の仏教 徒 女性

B.仏 教 徒 と結 婚 した仏 教徒 女性 C。 仏教 徒 と結婚 して改 宗 した 元 ム ス リムの女 性

D.キ ョウダ イ4人 が

仏 教か らイ ス ラー ム に改宗 E.仏 教 徒 と結 婚 して改宗 した 元 ム ス リムの女 性

父親 は元 仏 教徒 で,母 親 に従 っ てム ス リム に

な り,ム ス リム として埋 葬 され て い る.元 仏

教 徒 の 父方 の親 族 の名前 の み書 いて いる.

図4十'月 祭 にプ ンを送 った 人 の範 囲
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終 わ りに

本 章 で論 じた 「ヤ ー ト ・ピー ノー ン」 とい う自 己 を 中心 と した キ ン ドレ ッ ドと、 「チ ュ ア

サ ー イ 」 と い うあ る種 の 出 自が 宗 教 的帰 属 と関 わ る 局 面 を、 太 陽 暦9月 に 行 われ る十 月 祭

(dwansip=南 タイ の仏 教徒 の 最 も重 要 な祭 りと され る。 例 え ば[Mohamed1993:91-98]参

照)に お い て 、 紙 に書 い た プ ン(功 徳)を 送 る人 の名 前 か らみ て み た い。 これ を十 月 祭 で行

わ れ る タ ン ブ ン(功 徳 を積 む)の 儀 礼 にお い て燃 や し、 その 人 に プ ン が届 け られ る と考 え る

の で あ る(図4)。

十 月 祭 に お い て 人 々が 書 く名 前 は 、父 方 、母 方 の す で に死 ん だヤ ー ト ・ピー ノー ン の名 前

で あ る。 しか し、そ の 名 前 は 書 い た 当人 が 直 接 知 っ て い る生 前 親 交 の あっ た 人 の 名 前 の み で

あ る。 つ ま り、 そ の 名 前 か らは 、 エ ゴを 中 心 と した キ ン ドレ ッ ドの 拡 が りが み て とれ る。

こ こで 、宗 教 との 関係 で 問 題 とな るの は 、 プ ン を 送 るの は イ ス ラー ム も仏 教 も同 じで あ る

が 、 プ ンの 送 り方 は そ れ ぞ れ の 宗 教 で 異 な っ て い る とい う こ とで あ る25。 改宗 した 子 供 は 、

親 に プ ン を直 接 送 る こ とが で き な い。 イ ス ラ ー ム と仏 教 で は 、 タ ン ブ ン を 「一 緒 にす る こ と

が で きな い 」 の で 、 金や 物 を渡 して 替 わ りに タ ン ブ ン をや っ て も ら うこ とに な る。 そ れ は 、

仏 教 徒 に 改 宗 した も とム ス リム が ム ス リム の 親 に 対 し、 「も しか す る と 自分 で や って も届 か

な い。 仏 教 徒 だ か ら」 と、 ム ス リム で あ る 妹 に 替 わ りに や っ て も ら うとい っ た よ うに 、 タ ン

ブ ン のや り方 で あ る宗 教 を死 者 の 生 前 の宗 教 と一 致 させ る こ との 必 要 性 を示 して い る。 こ こ

に は 、現 世 の親 族 関係 に お け る宗 教 の 差 異 化 す る局 面 が そ の ま ま 、死 後 の タ ンブ ンに お い て

も維 持 され て い る こ とが 見 て とれ る。

しか し、 改 宗 した 場 合 に も 直接 行 うこ とが で き る例 外 が あ る。 それ は、 仏 教 徒 が イ ス ラー

ム に 改 宗 し、 そ の 子 供 が 今 度 は通 婚 に よ りム ス リム か ら仏教 徒 とな っ た とき に 、元 仏 教 徒 の

親 ヘ ブ ン を送 る こ とは 、 仏教 に よ っ て で き る とい うケ ー ス で あ る。 そ れ は 、 も とか らイ ス ラ

ー ムで あ る母 の 方 は で き な い が 「も と仏 教 徒 だ っ た 父 には で き る1、 「仏 教 徒 の 血 筋(チ ュ

ア サ ー イ)が あれ ば 、 どち らで も で き る 」 と い っ た よ うに 、仏 教 徒 とム ス リム の 通 婚 者 の 子

供 に とっ て 、仏 教 徒 の 父 方 の親 族 と とも に イ ス ラ ー ム に 改宗 し、 ムス リム と して 埋 葬 され て

い る 父親 も そ の 仏 教 徒 と して の 出 自 ゆ え に 仏 教 のや り方 で プ ン を送 る こ とが 可 能 と され て

い る。 十 月 祭 で も、 元 ム ス リムで 夫 に従 って 仏 教 徒 に な って い る女 性 二 人 は 、 二人 と もそ の

父 親 は 母親 に従 っ て ム ス リム に な っ て い るの で あ るが 、父 の キ ョ ウダイ とそ の親 の名 前 と と

25プ ン を送 る儀 礼 的装 置は イ ス ラー ム で はヌ ー リー(共 食 儀礼 、マ レー語 のkenduriか らき てい る と思 われ

る)や マ ヤ ン(礼 拝)で あ る。 あ る ムス リムの 老 女 は 日に5回 の礼 拝 の度 に 「ア ロ ッ よ・助 け て くれ ・父 母

を助 け て地 獄 の 日か ら守 って くれ 」と父 母 の名 前 を 唱 え る とい う。仏 教で は 寺で の水 に よ る プ ンの転 送 儀 礼

(ト ゥル ア ッ ト・ナ ム)や 僧 へ の布 施 に よって プ ン を送 る こ とが で きる と され て い る[石 井1991:126-127]・
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もに 父 の名 を 書 い て い た 。母 親 は ま だ存 命 中 で あ るが 、す で に 死 亡 して い る ム ス リム で あ る

母 の 親 の名 前 は 書 い て い ない 。 しか し、父 親 は ム ス リム と して 埋葬 され て い る の に も 関 わ ら

ず 名 前 を書 い て い るの で あ る。 うち一 人 の 父 を含 め た 父 の キ ョ ウダイ4人 は 、す べ て結 婚 相

手 に 従 っ て(男3人 、女1人)仏 教 徒 か らム ス リム に な っ て い るが 、 そ の 名 前 もす べ て記 し

て い る。 宗 教 の 異 な る 人 に プ ン を送 る こ とは 、 仏 教 徒 の側 に 、 しか も血 筋(チ ュ ア サ ー イ)

が あ る場 合 に のみ 見 られ る こ とで あ る。

しか もそ れ は 、す で に死 ん だ 人 だ か らで き る。 「どち らで も タ ン ブ ンで き る。 僧 は ケー ク

(ム ス リム)で も タ イ(仏 教 徒)で も出 来 る。 名 前 を 唱 え れ ば 届 く と教 え た 」 と あ る ム ス リ

ム か ら仏 教 徒 に な っ た 女性 は 言 っ た 。 しか し彼 女 に 、 まだ 生 き て い る ム ス リム で あ る親 が も

し死 ん だ ら仏 教 で タ ン ブ ンで き るか と問 うと 、 「ケ ー クだ か らケ ー クで や っ て も ら う」 と答

えた 。 この ケ ー ス は 、現 実 の 社 会 関 係 に お い て は 、宗 教 に よ る差 異 化 は維 持 され な けれ ば な

らな い と考 えて い る が 、す で に 死 ん で しま っ た人 は どち らで もで き る と い うよ うに 、仏 教 の

開 放 性 に よ る も の と思 われ る。 タ ン ブ ン は 通 常 は 生 前 の 宗 教 に そ っ て行 うもの と され て い る

が 、仏 教 に お い て は ど ち らで も で き る とす る 場 合 が あ るの で あ る。 こ こ に見 られ る の は 、チ

ュ サ ー イ の 宗 教 の 共 属 す る原 理 を 、仏 教 で行 う場 合 に 限 りタ ンブ ン に も持 ち 込 ん で い る例 で

あ る とい うこ とで あ る。

この よ うに 、 十 月 祭 の タ ンブ ンの 名 前 か ら も 、親 族 関 係 に お け る差 異 化 す る原 理 と して の

宗 教 と、一 人 の 人 間 に共 存 可 能 な チ コ.アサ ー イ と して の 宗 教 とい う二 つ の異 な る原 理 が み て

とれ る の で あ る。
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